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學穴箔克(昭和21年8月6日 第3種 郵便物認可)第1652号(1)

現代社会への提言シリーズ

■置券編

「国際 化 と資 本 市場 」

国際経済体制のグローバルな広がり

は、同時に資本市場の緻密化をもたb

す。70年代Lお ける証券界か、その役

割 を注目されるのもそのためにほかな

らない。

促釆の時評 業界展望 案内 を超兀

よっとする企画 「現代社会への提

言/リ ーズ」は(国 際化と資本市場》
にはじまる。

大学 情 報 センター

安田信託銀行㈱

山一謹券㈱

㈱山 讐

ミ憂化成工業㈱
三菱■1工業㈱

三蔓石油㈱

転換期を迎えた
、情 報企業が直言する…新U
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一 学生 の意識 を基 軸に した 《就職 の ための情 報》一

最警 の環境 にお かれた 日本経 済の なかで、就職 への

態度 も深刻 な らさるをえ ない。期せつ して、本詰 は、

今 日の杁況 の なかで最 も必要 な情報 と して字生 のみ な

さんの 手にととくことにな った。「日本経 済の転換 と企

業活動 の進 路」 とい うメ イノ テーマ の設定は 、従来

の 〈企 業案内〉 の域 を無 視 して、学生 の奮識 に基 づい

て企業 か らの 情報 を収集 、編集 した ことの現れである。

一

多 狛 本繍 の転換と企業活動の進足各・
4月 より各大学て配布
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三井信託銀行㈱

三井造船㈱

三井東圧化学㈱

富士写真フイルム㈱

富士通㈱

松下電器産繋㈱

野村謹券㈱

日立化成エ業㈱

日野自動車工業㈱

㈱日本長期信用銀行

日本電装㈱

㈱日本不動産銀行

日産自動車㈱

日本アイ・ピー エム㈱

日本鋼管㈱

東京海上火災保険㈱

東京芝浦電気㈱

東京藤井㈱

高千穂バロース㈱

中央信託銀行㈱

千代田化工健設㈱

第一生命保険㈱

㈱大和銀行

大和鐙券㈱

住友金属工業㈱

住友信託銀行㈱
㈱第一勧業銀行

協和醜酵工業㈱
㈱埼玉銀行

住友化学工業㈱

〈参 加企業〉 伍 →音順)

旭化成工桑㈱ 鐘淵化学工業㈱

朝 日生命保険㈱ 川簡重工業㈱

大阪瓦斯㈱ ㈱協和銀行
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社
会
開
発
産
業
の

現
状
と
将
来

終
警
獲
に
は
国
も
、
舞

 家
計
も
赤
字
」
と
言
わ
れ
、
人
々
は

日
本
長
期
信
用
銀
行

調
査
部

「た
け
の
子
生
活
」
と
呼
ば
れ
た
よ
う

年
代
の
後
半
か
ら
い
ち
早
く
社
会
開
発

で
買
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
、
⑳
調
査
六
六
五
件
の
一

に
生
き
て
い
く
事
で
ぎ
り
ぎ
り
の
生
活

の
Z
要
性
と
そ
れ
が
民
聞
事
業
と
し
て
政
府
に
よ
る
援
助
政
策
、
㊨
技
術
開
発

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
蒐
廃
の
な
か
か
成
立
可
能
な
こ
と
を
提
唱
し
、
金
融
面

の
導
入
、
㊦
公
共
部
門
の
供
給
不
足
が

ら
再
出
発
し
た
わ
が
国
で
あ
る
が
、
戦

か
ら
の
バ
ノ
ク
ア
ノ
ブ
を
心
が
け
て
き
目
立
つ
こ
と
、
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

後
二
八
年
を
経
た
今
日
で
は
世
界
に
例

た
。
近
年
民
間
企
桑
の
社
会
開
発
分
野

そ
う
し
た
財
葬
供
給
す
る
分
野
へ
民
間

を
み
な
い
長
期
の
高
度
経
済
成
長
に
ょ

へ
の
進
出
が
一段
と
活
発
化
し
て
き
た
か
ら
の
進
出
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。

っ
て
G
N
P
は
米
国
に
つ
い
で
自
由
世

の
で
そ
の
動
向
を
把
還
す
る
た
め
に
行

業
優
先
の
経
済
摺
造
を
福
祉
型
へ
転
挨

が
高
度
化
し
こ
う
し
た
財
に
対
す
る
国

ま
ず
、
社
会
開
発
へ
の
遮
出
状
況
を

た
と
い
え
る
。

す
る
こ
と
の
Z
要
性
は
今
や
ナ
ノ
ヨ
ナ

民
の
ム
ー
ド
が
高
ま
り
、
多
様
化
し
て

み
る
と
、
四
八
年
調
査
で
は
回
答
企
業

ル

コ
ノ
セ
!
サ
ス
を
得
た
よ
う
に
田」
き
た
こ
と
、
O
民
間
部
門
に
資
本
の
余
九
四
Q
社
の
う
ち
三
八
五
社
が
す
で
に
は
、
塵
芥
処
理
施
設
、
緑
化
事
業
な
ど

引
き
締
め
が
ど
の
程
度
織
り
込
ま
れ
て

い
。
こ
れ
ら
の
業
租
で
は
、
遊
休
土
地

五
年
に
は
五
二
%
と
な
り
今
や
半
分
以
あ
る
。
こ
の
た
め
・
社
会
開
発
事
業
の

わ
れ
る
。

剰
が
で
て
き
た
こ
と
、
㊦
所
得
水
準
の
進
出
し
て
い
る
か
ま
た
は
計
画
中
、
そ

の
都
市
公
共
施
設
事
業
、
健
康
開
発
セ

い
く
の
か
、
石
油
危
機
に
よ
り
企
桑
行
や
工
場
跡
地
を
利
用
し
て
マ
ン
ン
ヨ
ノ
上
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

具
体
化
に
当
っ
て
は
・
デ
ベ
ロ
ノ
パ

ー

日
本
長
期
信
用
銀
行
で
は
昭
和
三
〇

上
昇
に
よ
り
国
民
が
良
い
環
境
を
お
金

の
進
出
件
数
は
一
〇
八
六
件
と
四
七
年

ノ
タ
ー
、
医
療
機
器
な
ど
へ
の
進
出
が

動
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
建
般
や
レ
ゾ
ヤ
r
施
設
の
経
営
に
の
り

こ
の
よ
う
に
社
会
的
消
費
は
所
得
水
も
金
融
機
関
も
従
来
の
専
門
知
識
だ
け

六
倍
に
増
え
て
増
加
し
て
い
る
。

な
ど
の
肖
に
つ
い
て
明
ら
か
で
な
い
の
だ
し
て
い
る
。

準
が
上
昇
し
人
々
が
よ
り
高
度
な
ク
ォ

で
な
く
.
新
し
い
発
想
、
新
し
い
技
術

リ
テ
ィ

オ
ブ

進
出
事
桑
分
野
で
は
宅
地
開
発
、
住

し
、
社
会
開
発
産
業
の
資
金
需
要
は
四

開
発
産
桑
に
進
出
し
て
い
る
か
を
み
る

会
的
消
費
に
関
連
す
る
財
や
サ
ー
ビ
ス
産
素
分
野
と
異
り
、
い
く
つ
か
の
特
豫

宅
資
財
な
ど
の
住
宅
分
野
が
三
八
二
件

七
年
度
五
一
%
増
、
四
八
年
度
四
四
%

と
第
一
図
で
示
す
よ
う
に
運
輸
・
不
動

を
供
給
す
る
産
業
で
も
あ
る
。
そ
の
意

が
あ
る
。
即
ち
、
社
会
開
発
事
業
は
θ

で
全
体
の
三
五
%
を
占
め
、
つ
ぎ
に
レ

増
と
増
勢
が
続
い
て
い
る
。

産

卸
小
売
・
建
設
土
木
な
ど
が
申
心

味
で
は
社
会
開
発
産
業
の
将
来
は
需
要

前
例
の
な
い
事
業
が
多
い
こ
と
、
Q
資

ノ
ヤ
ー
が
一七
六
件
で
一
六
%
を
不
し

従
来
、
一
般
の
設
備
資
金
需
要
が
強

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く

者
側
、
つ
ま
り
人
々
の
消
費
支
出
の
構

本
の
懐
妊
期
間
が
長
い
こ
と
、
θ
公
共

て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
事
業
分
野
で

い
時
に
は
社
会
開
発
分
野
の
事
業
意
欲

に
私
鉄
を
中
心
と
す
る
運
輸
は
、
住

遺
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
か
に
性
が
強
い
こ
と

(特
に
地
方
公
共
団
体

五
一
%
を
占
め
る
が
四
七
年
鋼
査
に
は
は
弱
く
、
逆
に
金
融
が
鍛
慢
な
時
に
は
宅

都
市

都
市
公
共
施
設
か
ら
医

依
存
し
て
く
る
。
毎
年
総
理
府
が
実
施

や
地
域
住
民
と
の
話
k
口
い
や
調
肇
を

五
六
%
で
あ
っ
た
こ
と
を
比
較
す
る
と

社
会
開
発
分
野
の
瞥
釜
需
要
が
大
き
く
療

教
育
ま
で
幅
広
く
進
出
し
て
い
る
。
し
て
い
る
家
計
調
査
か
ら
消
費
支
出
の

す
る
Z
要
が
あ
る
)、⑳
大
規
模
な
開
発

住
宅

レ
ノ
ヤ
ー
へ
の
集
中
は
弱
ま
っ
な
る
と
い
う
関
係
が
み
ら
れ
た
。
本
ア

製
遣
莱
で
は
早
く
か
ら
従
釆
の
事
桑

変
化
を
み
る
と
社
会
的
消
費
の
比
率
は
資
金
を
之
要
と
す
る
こ
と
、
㊥
収
益
性

ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
二
月
末
日
を
碁
準
分
野
が
停
滞
化
し
、
経
営
多
角
化
を
遣

増
大
の
傾
向
を
た
ど
っ
て
お
り
、
昭
和
が
低
い
こ
と
か
ら
、
投
下
資
本
の
回
収

こ
れ
ら
に
代
っ
て
四
八
年
調
査
で
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
金
融

め
て
き
た
化
学

繊
維
の
進
出
が
多

三
五
年
に
は
四
四
%
で
あ
っ
た
の
が
四

に
要
す
る
期
間
が
長
い
こ
と
、
な
ど
で

基
礎
的
生
活
環
境
か
ら

高
度
な
生
活
環
境
創
出
へ

暴

二
位
と
な
り
、
一人
当
り
の
畏

った
ー

董

ハ
イ
ク

董

ア
イ
・塞
フ
・
いる
。
一聾

り
の妻

㎝華

西
七

つま
り
・
生
獲

の
改
羨

で
竪

は
で
き
な
いが
・
一般
の
墓
葵

産
秦

13従
来
の
よ
う
に
単
な
る
盃

藷

に篤

聾

餅
難

離

護

ライ
フの
撰

罐
葬

層隷

難
.鍛

郵
へ影

難

鑓

肌献糞

無

雛
縦
謎

鷲
癖

講

懸
㌫
験

薯
しそ£
婁

現するた

社
藷

発
肇

の
葉

求
に伴
い葉
も
弩

驚

舞
麓
鶏
雛

藷

%
.
。く

参
入
企
業
が
増
加
し
た
こ
と
、
参
入
う
。
そ
の
た
め
新
し
い
成
長
分
野
で
あ

以
上
、
社
会
朋
発
産
業
の
将
来
と
直

業
租
が
拡
大
し
た
こ
と
、
進
出
富
業
分

る
社
会
開
発
産
簗
へ
企
業
か
ら
の
参
入

面
す
る
問
題
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
社

野
が
多
様
化
し
た
こ
と
、
資
金
需
要
の
は
一
層
盛
ん
に
な
り
、
企
業
間
の
競
争

会
開
発
産
業
が
文
字
通
り
に
国
民
生
沽

動
向
、
な
ど
か
ら
推
宰
す
る
と
社
会
開

も
激
化
し
て
い
く
だ
ろ
フ
。

環
境
を
改
善
し
人
々
の
生
活
を
量
か
に

ま
た
、
人
々
の
ニ
ー
ド
の
高
度
化
か

す
る
産
業
と
し
て
成
長
す
る
た
め
に
は

長
期
的
立
場
か
ら
禾
釆
の
福
祉
社
会
を

を
め
ぐ
る
新
し
い
動
き
が
表
わ
れ
て
き

し
い
産
桑
分
野
と
し
て
定
着
し
は
じ
め

環
境
整
備
か
ら
よ
り
高
度
な
生
活
環
境

め
の
資
金
力

調
整
能
力

情
鞍
ネ
ノ

た
こ
と
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

た
よ
う
だ
。

整
備
へ
と
変
化
し
、
そ
の
た
め
の
社
会

ト
ワ
ー
ク

人
材
な
ど
の
経
営
資
源
を

社
会
開
発
崖
業
の

埜
爾
萎
箋
は
憩
卿し
た
第
一表
盟
元案
号

一壁
窺
帽花
し
て
こ
よ
も
って
、
社
盆

聚
ンス
テ
ム
を
オ
ル

担
い
手
励雛

蘇

切蝶

諄
の窪
藷
叢
は鑑

財難

鋸

篶
聴

つ
ぎ
に
、
ど
の
よ
う
な
業
種
が
社
会
医
原
費

教
青
費

交
通
費
な
ど
の
社

の
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
が
、
従
来
の

舞懸

擁

蟻磯

謬

欝
欝
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日
本
不
動
産
銀
行

調
査
部

魏

蟻

で
,
る
な
ど
メ
リ
.
ト

鵬

こ
の
古
垂

の
崖

裏

は
・

会

腕

(技
能
)
と
信
用
だ
け
で
灰
リ
ヱ
つ

社

た
町
大
工
と
は
這
っ
て
、
工
場
建
設
の

表

た
め
の
設
備
資
金
や
見
込
み
生
産
の
た

ー
・

め
の運
転
資
金
な
ど
巨
額
の資
歪

必
第

要
と
す
る
。
こ
こ
に
大
企
莱
の
住
宅
市

「住
蚕

が
い
わ
ゆ
る
産
素
と

こ
れ
ま
で
日
本
経
済
を
さ
さ
え
て
き
た
円
、
昭
和
五
五
年
度
に
は
二
八
兆
円
と
文
建
築
一
品
生
産
方
式
で
は
、
ま
っ
た

場
参
入
動
機
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
ま

し
て
崔
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

リ
ー
デ
ィ
ノ
グ
産
葉
た
る
自
動
車
産
業

い
う
巨
額
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

(別
く
不
可
能
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

た
住
宅
供
給
が
近
代
的
産
桑
と
し
て
の

難

髭
繁

卿講

嚢

藻

義
讐

酬
.賃
影
的垂
饗
のほか
住
宅
の
プ
・
ハブ
化

攣

篠

鴛
嚢

に
す
ぎ
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
住
宅
分
目
さ
れ
る
。

に
、
住
生
活
関
連
の
家
具
、
什
器
な
ど

そ
こ
で
考
え
出
さ
れ
た
の
が
住
宅
の
宅
に
つ
い
て
も
、
=
　
建
て
と
同
様
に

鰻
駿
肋薙

戯篇
住
宅
了
ケ
・ト
の規
模
鹸
雛

薮

猷難

擁
緊
蔀
筋
.窮
嚢
解
鯵

昭

で
は
な
ぜ
、
住
宅
供
給
が
あ
ら
た
め
て

と
こ
ろ
で
住
宅
産
桑
論
が
出
て
き
た

和
四
五
年
度
に
お
い
て
は
販
売
額
約
二

産
桑
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

背
景
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
指

四
〇
〇
億
円

(五
=
奨

ロ計
)
、
販
売

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

摘
で
き
る
。

戸
数
一
二
万
五
、
○
○
○
戸

(内
=
戸

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
住
宅
投
資
は

建
て
七
万
三
、
O
Q
Ω
　
、
コ
ノ
ク
リ

住
宅
の
ア
セ
ン
ブ
リ
ー

年
々
G
N
P
の
伸
董

回
垂

し
い

工髭
盤
騨
難
鶴
補

高
い
関
連
需
要
誘
発
効
果

も
と
も
と
婁

と
い
う
こ
と

連
需
要
誘
発
効
果
が
大
き
い
こ
と
、
そ

ば
の
発
端
は
、
披
術
騨
諭
家
内
田
元
享

し
て
こ
の
よ
・差

住
宅
投
資
の
高
い
伸

氏

(元
通
厘
省
)
の
住
宅
厘
桑
論
に
よ
び
は
今
後
も
当
分
続
く
と
見
込
ま
れ
て

る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
試
諭
で
は
、
住

い
る
こ
と
が
、
そ
の
背
景
と
な
っ
て
い

宅
を
自
動
車
よ
ワ
部
品
点
数
の
大
き
な

る
o

耐
久
消
費
財
と
し
て
位
量
づ
け
、
工
編

民
間
住
宅
投
資
は
昭
智
一6
年
度
に

で
完
成
品
と
し
て
商
品
化
し
、
棚
式
の

は
二
、
六
〇
〇
偲
円

(国
民
所
得
べ
1

人
ロ
土
地

(二
〇
階
建
て
)
を
つ
く
リ

ス
)
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
四
八
暦

こ
こ
に
は
め
込
む
だ
け
で
住
宅
と
し
て
年
に
は
九
些
二
、
四
Q
Q
億
円
と
実
に

の
機
能
を
果
た
し
、
必
要
に
応
じ
て
取
一一ヱ
ハ倍
近
く
に
達
し
て
お
り
、
年
寧
二

り
替
え
も
可
能
に
な
る
と
い
う
ア
イ
デ
○
%
以
上
の
高
成
長
塗
ホ
し
て
い
る
。

ア
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、住
宅
と
い
う
耐
久
消
費

投
資
の
比
率
も
昭
智
曇
∪
年
度
の
二

民間住宅投資額の予想

実

績

予

測

年 度 別

昭和40年 度

45

50

55

投 資 額

18,831億 円

48,349

122,295

282,787

208%

203

183

41→45伸 び率

46→50〃

51→55ケ

日本不動産銀行予測

 

設
投
資
な
ど
も
住
宅
産
業
の
分
野
に
含

術
開
発
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
実
現
し

こ
れ
に
伴
い
、
G
N
P
に
占
め
る
住
宅
ま
れ
る
。
日
経
セ
ン
タ
ー
予
測
に
よ
れ
た
の
が
い
わ
ゆ
る
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
で
あ

ば
、
住
関
係
家
具
什
器
需
要
は
昭
和
五

る
。
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
は
あ
ら
か
じ
め
規

財
を
工
場
で
大
量
生
産
す
る
わ
け
で
あ
九
%
か
ら
四
八
暦
年
八
・
=
%
に
ま
で
○
年
二
兆
円

(G
N
P
比

一

る
が
、
自
動
車
の
場
合
と
同
様
そ
こ
で
上
昇
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
住
宅
投
資
六
〇
年
に
は
九
兆
円

(G
N
P
比
一

事 業 分 野 例 示

住 宅 地 開 発 分 譲

住 宅 建 設 分 譲 建 売 住 宅 、 マ ン ン ヨ/

宅 住 宅 資 材 機 器
別 荘 開 発 分 複 別荘地開発、別荘分複

都
都 市 再 開 発 既成市街地再開発 、副都心建設

市
ニ ュ ー タ ウ ン 建 設 計画人口1万 人または開発面積20ha以 上の市街地開発

工 業 基 地 開 発

都 公
上 下 水 道 上下水遺設備、サービス

共 塵 芥 処 理 ゴミ焼却装置、塵芥車、 し尿処理装置、サービス
施

市 設 地 域 冷 暖 房 地域冷暖房設備、サー ビス

緑 化 事 業 樹木の生産、販売、設計、遺園

交 都 市 交 通 ノ ス テ ム デ マ ノ ド ・バ ス 、パ ー ノナ ル ラ ピ ノ ド トラ ノ ノ ノ ト、鉄 道 、 モ

通 ノ レー ル

輸
送

総 合 タ ー ミ ナ ル

道 路

私鉄 バスター ミナル

道路舗装 、有料道路

小 革 ス ー ノぐ_

売 新 〆 ヨ ノピ ング セ ンタ ー

物 革 流 通 セ ノ タ ー トラ ノク ター ミナ ル、 卸商 業 団地

流 新 専 用 埠 頭 専用コノテナ埠頭、鉄鋼埠頭

レ ヤ レ ノ ヤ ー 施 設 経 営 ポ ウ リ ノ グ場 、 ヨ ノ トハ ー パ ー、 レ ノ ヤー ラ ノ ド
ノ[ レ ノ ヤ ー 機 器 モ ー タ ー ボー ト、 ヨ ノト、 ボ ウ リ!グ 設備 、 スポ ー ノ用 品

情報

知

情 報 機 器

計 算 サ ー ビ ス

コノピュー タ、端末機器

データ収集 処理 加工
識 研 究 所 ノノクタ ノク

産 業 公 害 防 止 機 晋 製 造 集塵装置、重油脱硫装置、排ガス脱硫 装置

医 保 病 院 医療セ ンター

健療 医 療 機 器
健 康 開 発 ア ス レチ ノク ク ラブ 、健 康 開発 セ ノ ター

教 学 校 経 営 私立学校、各種学校
育 教 育 機 器

福 サ
祉1

公 ビ共
ス

老 人 ク ラ ブ

保 育 所

警 備 保 障

次
代
の
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
産
業

i
ト
中
高
層
五
万
二
、
○
○
○
戸
)
、

が
、
郊
外
に
お
け
る
小
規
模
な
宅
地
遺

下
に
、
土
地
入
手
、造
成
、建
霧

⊥

そ
の
普
及
率
は
全
注
宅
に
対
し
て
七

成
は
郁
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
を
招
い
て
建
材

住
宅
機
器

家
具
イ
ノ
テ
リ
ア

六
%
に
達
し
て
お
り
、
昭
和
五
〇
年
に

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
郁
市
施
設

生
産
供
給

管
理
・
売
買

住
宅
金
融
な
ど

は
年
産
六
〇
万
戸
強
、
約
二
兆
円
の
規

施
設
の
供
給
を
伴
っ
た
大
規
模
な
開
発

の
関
連
企
業
群
が
連
な
る
ピ
ラ
ミ
ノ
ド

模
に
達
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
こ
・屋

る
と
単
型
の
産
葉
ノ
ス
テ
ム
が
で
き
あ
が
り
つ

な
る
住
宅
地
僕
給
で
は
な
く
、
新
し
い
つ
あ
る
。

大
規

模

産

業

に
よ

る

町
づ
く
り
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー
タ
ゥ
ン

り
的
産
業
分
類
に
対
し
て
、
機
能
別
の

近
代
的
な
装
い
を
新
た
に
し
た
と
し
て

横
割
り
的
産
業
分
類
と
い
う
こ
と
が
で

も
、
そ
れ
で
わ
が
国
の
住
宅
事
情
が
好

き
る
。
海
洋
開
発
産
喋
、
公
害
防
止
産

転
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
欧
米
諸
国
に

業
、
憎
報
産
業
な
ど
と
同
様
に
住
宅
産

比
ぺ
て
、
わ
が
国
で
は
住
宅
問
題
に
占

業
が
新
規
雇
桑
と
い
わ
れ
る
の
も
こ
の

め
る
土
地
問
題
の
ウ
ェ
イ
ト
が
格
段
に

よ
う
な
新
た
な
産
素
分
類
に
端
を
発
し

大
き
い
。
地
価
高
騰

絶
大
な
土
地
私

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

権

用
地
取
得
難
と
い
っ
た
土
地
問
題

は
依
餓
と
し
て
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
り
、

住
宅
産
業

の

こ
の
現
状
が
続
く
限
り
・
住
壽
葉
の

ま
た
こ
う
し
た
産
業
ン
ス
テ
ム
の
下

目
ざ
し
て
、

住
罷

の
搭

黙
嚢

籠

馨
轄

甕

嚢

個々
の難

蕪

舞

冷舞

揮
土地量

りξ
て難

こ
れ
ま
で
述
ぺ
て
き
た
工
場
ア
セ
ン
あ
り
、
ま
た
、
広
範
な
業
種
分
野
の
参

源
の
最
適
化
を
は
か
っ
て
も
、
住
機
能
家
電

自
動
車

繊
継

化
学
な
ど
の
を
受
け
、
こ
れ
が
ま
た
地
価
騰
貴
を
助

電
鉄

金
融
保
険

長
し
て
い
る
現
状
は
、
自
ら
住
宅
産
業

ア
キ
レ
ス
腱
職
歴
裾
勢
け繁

甥
喝

か
く
て
、
住
宅
産
桑
の
巨
大
市
場
を

て
土
地
問
題
は
ア
キ
レ
ス
腱
酌
存
在
と

こ
こ
二
～
=
左
尤
耕
規
参
入

い
え
よ
う
。

=
%
)、
格
を
定
め
、
住
宅
部
品
、
部
材
、
ユ
ニ
ブ
ル
住
宅
や
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
は
い
ず
れ

画
が
不
可
欠
で
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
総

の
供
給
と
い
う
プ
ロ
ノ
ェ
ク
ト
全
体
の
メ
ー
カ
ー
、
商
社

ノ
ト
を
工
場
で
大
量
生
産
し
、
こ
れ
を
も
、
住
宅
単
体
の
工
秦
化
と
い
う
点
か
括
し
プ
ロ
ノ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
オ
ル
目
的
に
と
っ
て
は
最
適
と
は
な
り
え
な
百
貨
店
な
ど
に
至
る
広
範
か
桑
租
に
お

成
長
の
芽
を
摘
み
取
っ
て
い
る
と
い
っ

は
住
宅
の
ア
セ
ン
ブ
ル
が
主
体
と
な
る

に
つ
い
て
も
高
水
準
の
見
通
し
が
な
さ
五
%
)
に
、
ま
た
政
府
の
環
境
衛
生
投

建
築
現
場
に
持
ち
込
ん
で
組
み
立
て
る

ら
住
宅
産
桑
論
が
出
て
き
た
わ
け
で
あ

カ
ナ
イ
ザ
ー
機
能
も
必
要
と
な
る
。

い
。

よ
び
、
そ
の
間
に
あ
っ
て
、
相
互
に
業

て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
か
ろ
う
。
た
と

こ
の
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
企
業
比
預
点
と
し

れ
て
い
る
。

「経
済
社
会
基
本
計
画
」
資
は
昭
和
五
Q
年
一
兆
円

(G
N
P
比
方
式
の
住
宅
で
あ
る
。
部
品
、
部
材
が

る
が
、
一
方
、
住
宅
産
粟
は
住
環
境
を

こ
の
た
め
大
企
業
と
い
え
ど
も
一
社

こ
の
よ
う
な
観
自
か
ら
、
住
機
能
の
務
提
携
関
係

資
本
系
列
関
係
な
ど
が

え
建
物
部
分
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ノ
を
実
現

て
、
部
材
、
部
品
な
ど
を
供
給
す
る
下

で
は
、
年
率
二
〇
%
強
の
伸
び
で
、
昭
O
.
六
%
)
六
〇
年
=
一ヤ兆
円
(G
N
工
場
で
機
械
生
産
さ
れ
る
の
で
、
建
築

も
含
め
た
広
範
な
住
機
能
の
供
給
と
い

で
は
手
に
負
え
ず
、
財
閥
系
企
渠
グ
ル
供
給
は
単
な
る
住
宅
建
築
業
あ
る
い
は
複
雑
に
入
り
乱
れ
、
住
宅
供
給
の
に
な

し
て
も
、
地
価
上
昇
は
そ
の
努
力
を
永

請
け
企
桑
群
が
ピ
ラ
ミ
ノ
ド
型
に
底
辺

和
五
二
年
の
民
間
住
牽
喪
資
額
は
名
目

P
比
二

一%
)
に
違
す
る
と
い
う
。

の
熟
練
技
能
者
を
必
要
と
せ
ず
、
し
か
う
意
味
で
ノ
ス
テ
ム
産
業
的
な
と
ら
え
ー
プ
、
電
鉄
系
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
企
業

不
動
産
葉
で
は
律
し
き
れ
ず
、
新
た
に
い
手
は
、
町
大
工
や
零
細
企
渠
か
ら
、

泡
に
帰
す
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に

を
形
成
し
、
あ
た
か
も
自
動
章
窟
素
の

一
七
兆
円

(G
N
P
比
九
%
)
を
予
想

こ
の
よ
う
な
巨
大
な
住
宅
投
資
需
要
に
も
品
質
の
安
定
し
た
も
の
を
大
量
に
供

方
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

集
団
が
結
束
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
住
宅
産
莱
と
い
う
概
念
規
定
が
生
ま
れ
し
だ
い
に
大
企
業
の
手
に
移
り
つ
つ
あ

政
府
の
強
力
な
土
地
対
策
が
何
に
も
増

ご
と
く
に
、
住
宅
濠
棄
が
成
立
す
る
と

ま
た
当
行
嘱
査
に
よ
れ
ば
名
目
民
間
住
応
ず
る
に
は
、
従
来
の
よ
う
な
町
大
工
給
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
現
場
の

す
な
わ
ち
、
住
宅
需
要
の
増
大
は
、

し
て
中
核
と
な
る
デ
ィ
ベ
ロ
ノ
パ
ー
と

て
き
た
と
い
え
よ
う
。

る
と
い
え
る
。

し
て
必
要
な
時
代
に
さ
し
か
か
っ
て
い

い
先

そ
の
結
果
、
こ
の
住
憲

桑
は
宅
投
資
は
昭
和
五
〇
年
度
に
は
一
二
兆
や
零
細
工
務
店
の
職
人
仕
事
に
よ
る
注

組
み
立
て
技
術
も
あ
る
程
度
の
教
育
訓

住
宅
地
需
要
の
増
大
に
連
な
っ
て
い
る
称
す
る
企
菜
を
頂
汽
と
し
て
、
そ
の
傘

し
た
が
っ
て
こ
れ
は
、
従
来
の
縦
割

し
か
し
な
が
ら
、
住
宅
産
葉
と
し
て

る
と
い
尺
よ
う
。

◇ 安宅産業株式会社
六順‡杜 大 阪市粟 区今檎5丁 目14曾(06トお1鵬1犬餓
慶軍‡杜 棄家価干代田区大手町1「 目6-11大 手町ピル)

●〔昭;2172n1タイ7ルイノ交論
亀古置玄杜 名古厘 市 中 区娼2丁 目 賜一 髭1惜儂ピル)

●ω豚,90i3n穴 驚慶
寓店その伯 八幡!福岡ノ糺幌!広島/倉沢ノ舶 〆その億全国主嬰蟹市

〈ACマ ン〉の 一挙 一 動 が

日本α 殊 にっ勧 ごります

未来を拓く総合商社
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賑

…

…
日本の産業の自動化、高性

能化による革新、環境の改

善、社会資本の充実などの

ため、重電機器のパワー と

電子技術エレクトロニクス

を緊密に一体化 し、技術革

新の推進力とするのが明電

の 「パワー トロニクス」の

理念です。

l
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巳
「■■■■
一 騨一 一

一

健
康
で
幸
福
な
社
会

 ■
卜
昌
■

東京 都 千 代 田区 大 手 町2-2-1

(斬 大 手 町 ビル)

電 話 東 京03(211)3911
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ビジョンを掲 げて雄大 な
るナ`躍進 を続

 

、

当行は、約2兆3千 億円 の資金 を擁 し、約1500名 の職

員 が活躍 してい ます か、当行 の成長性 収益性 ・経営 の

効率性 は、金 融界の ト ノブに ラノク きれて います。

これは当行 が長期金 融の専 門銀 行 と して 、卓越 した調

査 ・審査 活動 を行い経済 社会環 境の変化 を見越 した、或

は その変化 に即応 した業務活動 を中立 的 ・公共 的 ・長期

的観 自に立 って展 開 してい る成 果で ある と共 に、行員一

人一人 が、 よ り創 造的 な職 場環境 の 中で、 より広範囲の

判断業 務 に携 わ り、 その個 性 と能 力 を十分 に発揮 して い

るか らで もあ ります。

日本 不動産銀行 は、長期 金融専 門銀行 としての中立性

公共性 ・専門性 を積 極的 に追求 し、限 りない未来 への挑

戦 を続 け ます。

日本 不動産銀 行は 、長期信用銀 行法 に基 き、昭和32年

4月 に設立 されて以来 、幅広 い視野 に立 った特色 ある活

動 を展 開 し、目 ざま しい躍 進 を続 けて います。

当行 は、専 門銀 行 と しての卓越 した調査 活動 をベース

に、国 内 においては長期 の産業金 融、社会 開発金融 、住

宅金融 な ど公共的 ・中立的 な金融活 動 を推進 す る一 方、

国際的 に も、活発 な投融資 活動、 ユニー クな海外事 業 な

どを行 ってお り、常に新 しい時代 を リー ドす る幅広 い諸

機 能 を発揮 して います。

現在 、わが国 は"豊 かな社 会"を 目ざして、国土 の総

合的開発 、資源の 開発 ・確保 、経済 活動の国 際的視野 か

らの展開 と、数 多くの課題 を抱 えてい ます が、当行 は こ

れ らの課題 に、長期 信用銀行 として蓄積 した経 験 ・ノウ

ハ ウ を生 か し、積極 的 に取 り組んで い ます。

業務内容

 

要

未来を創る長期資金の供給

長期の産業金融・社会開発金融

高い信頼を勝る専門的能力の発揮

調査 審査 ・不動産鑑定

豊かな生活を築く金融債の発行

ワリフドー・リノキフドー

資本市場に貴献する証雰巣務

特色ある国際業務の展開

国際金融業務 国際証券業務

 

概

設 立 昭和32年4月

資本金380億 円

資金澱2兆3千 億円

職員数1500名

支 店 全国主要都市に12支 店

駐在員事務所

ニ ューヨー ク、ロン ドン、

フラノクフル ト

代理店 都市銀行 など約600

産不動

 

本日
TEL(03》263-1111

TEL(06)245-212r

〒102

〒542

1ヒ1-83-10

谷 西 の 町

東京都千代田区;

大 阪 市 南 区
緻
鰻

店本

大阪支店
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撒燃㎜晦曝
資本市場の歴史

外
債
市
場
の
発
展
と

ユ
U

ロ
債
市
場
の
登
場

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
は
本
輸
出
国
に
す
で
に
な
っ
て
い
た
。
こ

の
時
期
は
、
対
外
復
興
援
助
と
い
つ
形

一
一〇
〇
億
ド
ル
以
上
の
対
外
援
助
四
六
年
〕

世
界
経
済
に
お
け
る
、
そ
の
生
産
力

の
時
期
、
米
英
両
国
の
海
外
投
資
残
高

で
の
国
家
輸
出
が
先
行
し
、
そ
れ
」
よ
(国
家
輸
出
}が
行
な
わ
れ
た
」

技
術
力

商
品
輪
出
力
の
圧
倒
的
地
位

の
う
ち
、証
券
投
資
(
一六
〇
億
ド
ル
}

つ
て
各
国
の
経
済
復
興
が
な
さ
れ
、
そ

一九
五
〇
年
代
の
半
ば

カ
ら
・
ア
メ
四
年
に
オ
ラ
ノ
ダ
と
つ
つ
い
た
か
・

に
加
え
て
、
戦
禍
に
よ
っ
て
そ
の
地
位

と
、
直
接
投
資
(
一
五
四
億
ト
ル
}と
は

の
後
に
、
民
間
海
外
投
資
が
つ
づ
く
と

リ
カ
の
民
間
海
外
投
資
も
本
格
化
し
・

が
低
下
し
た
イ
ギ
リ
ス
に
代
っ
て
、
国

ほ
と
ん
ど
同
じ
比
重
を
も
っ
て
い
た
と

い
つ
構
造
で
行
な
わ
れ
た
。

そ
れ
に
少
し
遅
れ
て
ア

メ
リ
ヵ
以
外
の
て
い
た
の
は
・

際
金
融
お
よ
び
国
際
投
資
の
分
野
に
お

い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
次
大

(ア
メ
リ
ヵ
の
民
間
海
外
投
資
は
、
一
先
進
艦
国
の
海
外
投
資
も
は
じ
ま
っ
た
才
ラ
ノ
ダ
の
み
で
あ
っ
た
。

い
て
も
、
そ
の
優
位
を
確
立
し
た
。

戦
後
は
、
戦
前
ア
メ
リ
カ
と
な
ら
ぷ
資

九
五
〇
隼
代
前
半
に
至
る
ま
で
は
不
振

が
、
両
分
野
へ国
家
資
本
輸
出
戻
間
海
年

～
}
九
六
=
年
に
カ
け
ζ

(第
一
次
大
戦
前
に
、イ
ギ
リ
ス
が
主
本
輸
出
国
で
あ
っ
た
英

仏
両
国
と
も

で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
戦
後
の
荒

外
投
資
)
と
も
、ア

メ
リ
カ
の
圧
倒
的
優
億
ト
ル
に
も
達
す
る
外
国
起
債
を
吸
収

要
な
資
本
輸
出
国
で
あ
っ
た
時
期
に
は
資
本
輸
出
能
力
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
し

廃
と
政
治
的
不
安
定
、
植
民
地
体
制
の
位
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
た
。

し
た
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
が
・
こ
の
期
間
に

ロ
ノ
ト
ノ
資
本
市
場
で
発
行
さ
れ
る
外

ま
っ
た
。
)

解
体
な
と
に
よ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め

戦
後
、
今
月

ま
で
に
至
る
国
際
投
資

お
け
る
最
大
の
国
際
資
本
市
場
と
し
て

国
政
府
証
券
に
対
す
る
応
募
が
、
対
外

I
M
F
体
制
の
成
立
と
と
も
に
、
ド

に
、
こ
の
時
期
に
は
、
民
間
資
本
の
海

の
形
態
の
博
質
は
・
戦
前
に
比
べ
て
・

の
地
位
を
占
め
た
と
い
凡
る
。

馨

の
典
諾

彩

態
で
あ
っ
た
.
第
ル
が
艀

謡

甕

の
澄

に
のぼ
り
瓠垂

の
た
め
の投
馨

嚢

備
と
蒙

魑

に占
る
騨

資
本
の
比
重
の

こ
の
よ
フ
季

メ
リ
カ
の屡

馨

一次
大
戦
後
は
、
ア
メ
リ
カ
が
イ
ギ
リ

ア
メ
リ
カ
は
、
世
界
で
唯
一
の
資
本
輪
地
な
ら
し
が
ま
ず
先
行
し
な
け
れ
ば
な

増
大
が
顕
著
に
な
っ
て

き
た
こ
と
と
・

に
お
け
る
優
位
の
も
と
て

ハ○
箱
代

ス
と
な
ら
ぶ
国
際
投
資
国
に
な
り
、
フ
出
国
と
し
て
君
臨
し
た
。

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
カ
く
し
て
ア
証
券
投
資
に
代
っ
て
直
接
投
資
が
・
国
前
半

ま
で
に
・
各
国
の
外
債
市
場
も
発

ロ
ー
面
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
上
廻
る
資

資
本
輪
出
の
形
態
か
ら
み
れ
ば
、
こ

メ
リ
カ
に
よ
っ
て
、
戦
後
二
〇
年
間
に
際
投
資
の
主
要
形
態
に

な
っ
た
こ
と
で
達
し
・
株
式
投
資
に
お
い
て
も
・
西
欧

国
際
的
な
資
本
移
動
は
、
す
で
に
、
資
本
主
義

の
初
期
か
ら
み

り
れ
る
現
象

で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
基
本
的

に
は
、
各
国
の
経
済
発
展
の
格
差
、
さ
ら
に
は
景
気
循
環

の
局
面
の
時
差
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
異
な

っ
た
利
潤
率
な

い
し
は
利
イ
率

に
よ

っ
て
、
資
本
が
、
よ
り
高

い
利
潤
率

利
子
季
を
求
め
て
国
際
聞
を
移
動
し
た
か
ら

て
あ
る
。

こ
の
か
ぎ
り
で
は
、
資
本

の
国
際
的
移
動
は
、
資
本
主
義
経
済
の
発
展

に

と
も
な
っ
ζ
、
常
に
み
ら
れ
る
歴
史
的
な
現
象

て
あ
る
と
い
κ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
資
本
の
国
際
的
移
動
が
、
資
本
主
義
経
済

の
発
展

」
と

っ
て
、

重
要

な
意
味
と
役
割

り
を
担

い
始
め
た
の
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
資
本
4
義

経
済
が
飛
躍
的
な
展
開
を
迎

え
て
か
ら
て
あ
る
。

こ
の
時
代
か
ら
、
貿
易
な
ど
の
国
際
的
流
通
面
に
お
け
る
全
融
セ
ク
タ
ー
と
し
て

の
件
格
か
ら
、
経
済
成
長
に
と
っ
て
不
可
欠
な

フ
ァ
ク
タ
ー
に
、
資
本
の
国
際
的
移

動
は
転
変
し
て
い
っ
た
と

い
尺
る
。

経
済

の
飛
躍
的
な
発
展
に
と
も
な

っ
て
、
資
本
の
基
本
的
な
蓄
積
様
式
か
変
化
し
、

そ
れ
は
、
国
内

に
お
け
る
投
資
機
会
を
も
た
な

い
資
本
を
蓄
積
さ
せ
、
さ
ら

に
そ
の

た
め
に
、
資
本

と
し
て
機
能
す
る
た
め
の
よ
り
広
い
投
資
機
会
を
世
界

に
求
め
た
の

で
あ
る
。

そ
れ
は
、
資
本
主
義
の
初
期
に
お
け
る
単
な
る
商
業
丑
の
利
得
か
ら
生
し
た
遊
休

資
本
的
な
件
格

で
は
な
く
、
生
産
過
程
-
資
本
蓄
積
過
程
か
ら
派
生
す
る
負
本
て
あ

る
と

い
え
る
。

移
動
す
る
資
本
の
こ
の
よ

つ
な
性
格
は
次
の
ふ
た

つ
の
現
象

に
よ

っ
て
明
ら
か
に

さ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
国
際
経
済
社
会
に
派
生
す
る
貿
易
障
害
に
対
す
る
資
本
輸
出

の
役
割
り
に
み
ら
れ
る
。
ふ
た

つ
に
は
、
第

二
次
世
界
人
戦
後
、
国
際
投
負
の
主
流

を
占
め
た
直
接
投
資

に
よ
る
資
本

の
国
際
的
移
動

に
お
い
て
で
あ
る
。

前
者
は
、
貿
易
障
害
-
保
護
関
税
を
と
る
讃
国
に
対
す

る
商
品
生
産

の
た
め
の
資

本
輸
出
、
後
者
は
、
そ
れ
か
ら
、
よ
り
包
括
的
な
経

呂
資
源
の
国
際
的
移
動
へ
と
発

展
し
て
き
た
も
の
て
あ
る
。

資
本
移
動

の
高
次
な
発
展
形
態
と
、
そ
れ

に
と
も
な

つ
証
券
投
資

の
全
融
的
役
割

り
も
、
A
・
日
ま
す
ま
す
高
度
化
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い

え
る
。

こ
の
稿
は
、
現
代
社
会

へ
の
提
言

/
リ
ー
ス

証
券
編

『国
際
化
と
資
本
市
場
』

の
内
容

の

}
部
に
、
加
筆
し
た
も
の
で
ぐ
。

編
集
部

そ
の
対
外
証
券
投
資
残
高
は
四
一
億
ト

ル
カ
ら
五
九
億
ド
ル
へ
約
一
八
億
ト
ル

増
加
し
た
に
止
ま
り
、
証
券
投
資
の
増

加
額
は
、
直
接
投
資
の
増
加
額
の
わ
ず

か
一〇
分
の
一
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
)

こ
の
よ
つ
な
困
際
投
資
に
お
け
る
直

接
投
資
の
比
重
が
増
加
し
た
理
由
は
、

ひ
と
つ
に
、
戦
前
、
証
券
投
資
の
中
L

的
役
割
り
を
担
っ
て
い
た
ロ
ノ
ト
ノ
資

本
市
場
の
地
位
の
低
下
で
あ
り
、
ふ
た

つ
に
、
海
外
投
資
の
主
体
が
変
化
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
戦

前
に
お
け
る
個
人
投
資
家
中
し
カ
ら
、

多
国
籍
企
業
と
称
さ
れ
る
世
界
企
業
に

よ
っ
て
海
外
投
資
の
‡
瀞役
交
替
が
行
な

わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。(多
国
籍
企
業
に

よ
る
海
外
投
資
の
目
的
は
、
主
要
に
現

地
企
業
の
支
配
催
を
取
得
す
る
こ
と
に

あ
る
た
め
に
、
そ
の
形
態
は
、
直
接
投

資
が
中
七
で
あ
っ
た
。〉

一九
五
〇
年
代
を
通
し
て
、
直
接
投

資
の
急
速
な
増
加
に
よ
り
、
証
券
投
資

は
相
対
的
に
停
滞
し
て
い
た
が
、

次
第
に
活
発
化
し
て
き
た
。

国
際
証
券
投
資
の
戚
後
以
降
の
展
開

は
、
株
式
投
賓
よ
り
も
、
債
券
投
資
が

主
嘩
し
た
か
た
ち
で
は
し
ま
っ
た
と
い

え
る
。
債
券
投
資
は
、
既
発
債
投
資
よ

り
も
、
各
国
の
資
本
市
場
に
お
け
る
外

債
の
発
行
と
い
フ
形
で
進
展
し
た
。

戦
後
最
初
に
外
債
南
場
を
再
開
し
た

の
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
キ
リ
ス
(
九

で
あ
り

つ
い
で
一
九
四
七

年
に
ス
イ
ス

ス
エ
ー
テ
/
、
一
九
九

質
的
に
国
肇

巾
場
の
内
各
を
も
っ

ア
メ
リ
カ
、
ス
イ
ス

九
四
し

一
四
〇

肴

・よる
・・リ
カ…

の婁

・
醜

籍

婬雛

鶏
羅

鵬

籠

鶏
羅

と全く

二
塑

牟
か
b
五
七
年
に
・
け
て
大
、
は
、
め
た
た
め
に
、
膠

馨

」
準
贋

の
減
雀

よ
・
て
・
ル
不
妻

ユ
占

債
券
霧

の
形
成
に

よ
っ
て

。
.
,
カ
の
舞

轟

馨

藁

七
お
け
。
証
窪

資
の
比
重
叡

徐
・
に

引
・
き

・
・
屡

費

問
題
が

較

屡

馨

に
お
け
る
鑑

象

馨

し

か
面

霧

式
馨

飛

二
億
ド
ル
か
ら
二
五
四
億
ト
ル
へ
と
約
高
ま
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

後
惜
界
に
新
た
な
構
造
変
化

を
も
た
b
た
。
ユ
ー
ロ
債
市
場
が
、
六
〇
年
代
i

を
む
か
え
た
の
は
、

天

二
億
,
ル
増
加
、
た
の
に
対
、
、

・
た
・

は
カ
b
・
蓮

」
薩

し
て
い
・
毒

国際的株式投資の発展

新時代を向える国際証券投資

遭
九
六

一年
ヒ
月
、
ア
メ
リ
カ
は
、
由
は
、
対
外
投
資
規
制
を
つ
け
た
ア
メ

国
際
収
支
の
赤
子
拡
人
と
金
準
備
の
減

リ
カ
企
業
に
よ
る
対
外
直
接
投
資
の
形

少
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
利
子
平
衡
税

態
の
転
換
に
も
よ
っ
て
い
る
と
い
尺
る

を
創
設
し
、
ア
メ
リ
カ
居
住
者
の
外
国

す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
れ
ま
で
の
四
五
墜
ハ
一
〇
〇
万
ド
ル
に
達
し
、

証
券
取
得
夕
抑
制
し
た
。
以
後
、
外
国

ー

直
接
投
資
が
、
現
地
資
金
調
達
の
方
向

ら
に
、
ユ
ー
ロ
債
市
場
で
、
転
換
社
債

に
転
換
し
、
一
九
六
五
年
頃
に
は
、
ユ

の
買
付
も
二
五
億
ト
ル
に
及
ん
だ
。

ー
ロ
債
市
場
に
お
け
る
有
力
な
借
手
と

一
九
六
〇
年
代
前
半
ま
で
は
、
ア
メ

し
て
登
場
し
た
た
め
て
あ
る
。

リ
ヵ
の
資
本
市
場
に
お
い
て
資
本
調
達

国
際
的
」
組
織
さ
れ
た
引
受

販
売

を
目
的
と
し
た
牛
窪
藷
国
は
、
経
済
成

ノ
ノ
ノ
ケ
ー
ト
の
結
成
に
よ
っ
て
、
ユ
長
の
高
度
化
に
と
も
な
っ
て
資
本
輸
出

ー
ロ
債
市
場
は
、
世
界
的
な
規
模
に
ま

国
に
転
化
し
、
そ
の
資
本
が
ア
メ
リ
カ

で
発
展
し
、
新
た
な
国
際
証
券
投
資
の
の
資
本
市
場
に
流
れ
こ
ん
だ
と
い
え
る

時
伐
が
到
来
し
た
の
て
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
み
た
よ
フ
に
、
一九
六

の

〔
ユ
ー
ロ
債
発
行
は

一
九
六
五
年
～

h
年
以
降
、
国
際
証
券
投
資
は
、
ユ
i

一九

ハ
八
年
に
か
け
て
飛
躍
的
に
増
加

ロ
債
市
場
の
急
成
長
と
国
際
株
式
投
資

し
、
一
九
、
ハ八
年
に
は
三
三
億
六
八
〇

の
沽
発
化
と
い
つ
二
重
の
要
因
に
よ
っ

○
カ
ト
ル
」
達
し
、
ユ
ー
ロ
債
市
場
は

て
、
本
格
的
な
展
開
期
を
迎
尺
た
と
い

ニ
ユ
ー
ゴ
ー
ク
市
場
(
九
億
ド
ル
》
、
κ
る
。
一
九
六
二
年
に
は
、
室
要
資
本

ヨ
ー
ロ
ノパ
外
債
市
場
(
一
Q
億
ド
ル
リ
輸
出
国

(米

英

西
独

伊

仏

を
は
る
か
に
ー
回
る
最
大
の
国
際
資
本

オ
ラ
/
ダ

日
本
等
)
の
資
本
輸
出
合

市
場
に
成
長
し
た
。
》

計
額
ト
ル
の
つ
ち
、
直
接
投
資
が
約

一

一
方
、
国
際
的
株
式
投
資
は
と
の
よ
Q
億
ド
ル

証
券
投
資
が
約
一
〇
億
ト

つ
な
展
開
を
み
せ
た
の
で
あ
ろ
つ
か
。

ル
で
、
ほ
ぼ
割
合
は
三
対
一
で
あ
っ
た

国
際
債
券
投
資
が
、
主
と
し
て
、
新
か
、
一
九
六
九
年
に
は
、
直
接
投
資
の

規
発
行
債
を
中
し
に
な
さ
れ
て
き
た
の
約
五
八
億
ド
ル
に
対
し
、
証
券
投
資
は

と
対
照
的
に
、
国
隠
株
式
投
資
は
、
既

約
四
八
億
ド
ル
に
遷
し
て
い
る
。

繋
行
株
式
を
対
象
」
し
ぐ
展
開
さ
れ
た

新
た
な
時
代
を
切
り
開
い
た
国
際
証

九
九
〇
年
代
力
ら
六
〇
年
代
の
前

券
投
資
は
、
さ
ら
に
E
C
資
本
市
場
の

誹
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
と
西
欧
の
統
】
の
促
進
と
、
日
本
の
対
外
証
券
投

間
で
恒
常
的
な
取
引
が
な
さ
れ
て
い
た

資
の
本
格
的
な
展
開
期
を
む
か
え
、
又

全
面
的
活
況

オ
イ
ル

ダ
ラ
ー
に
象
徴
さ
れ
る
国
際

一
九
六
七
年
か
ら

的
な
資
本
移
動
の
多
極
化
」
対
広
し
て

の
、
ア
メ
リ
カ
株
式
」
対
す
る
外
国
か

通
貨
問
題
と
い
つ
重
要
な
課
題
を
残
し

b
の
買
付
の
急
増
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
な
が
ら
も
、
国
際
的
な
資
本
移
動
の
交

一
九
六
し
年
～
六
九
年
の
間
に
、
外
国
流
を
盛
ん
」
さ
せ
、
国
際
経
済
社
会
の

」
よ
る
ア
メ
リ
カ
株
式
の
純
買
付
は
、
多
極
化
」
対
応
し
た
新
し
い
国
際
資
本

さ
市
場
の
形
成
の
途
に
あ
る
と
い
κ
よ
つ

の
借
手
は
、
ほ
と
ん
ど
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

資
本
市
場
か
ら
締
め
出
さ
れ
、
国
際
資

本
市
場
セ
ノ
タ
ー
と
し
て
の
機
能
は
停

止
さ
れ
た
。
し
カ
し
、
借
手
の
潜
在
的

資
金
需
要
は
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
く

新
し
い
市
場
を
求
め
て
い
た
。
こ
の
時

期
に
、
ロ
ノ
ド
ノ
を
も
Fフ
一
笛

際
資

本
市
場
セ
ノ
タ
ー
と
し
て
復
活
さ
せ
よ

つ
と
す
る
明
確
な
意
図
を
も
っ
て
、
イ

イ
ン
タ
ビ
ユ
ー

日

本

証

券

界

の

現

状

フ
ィ
ナ
ン
シ

ャ
ル

ア
ド
バ
イ
ザ

ー

へ
の
途

て
の
活
動
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
目
標
を

当
社
が
主
幹
事
と
な
り
、
国
際
ノ
ノ
ノ

達
成
す
る
た
め
の
店
舗
の
拡
充
は
と
い
ケ
ー
ト
団
を
組
み
、
引
受
け
た
ノ
ノ
カ

い
ま
す
と
、
極
端
な
い
い
方
を
し
ま
す

ポ
ー
ル
開
発
銀
行
債
ー
別
名
ア
ノ
ア

と
、
世
界
の
全
て
の
国
」
店
舗
網
を
敷

ダ
ラ
ー
債
と
呼
は
れ
て
い
ま
す
が
、
ア

く
こ
と
だ
と
い
え
ま
す
。
む
ろ
ん
そ
こ

イ
デ
ィ
ア
と
し
て
は
、
/
/
カ
ヂ
ー
ル

に
は
、
資
本
市
場
の
発
達
の
度
△駄

国

政
府
が
国
内
開
発
の
た
め
の
資
金
を
Z

国
際
投
資
と
国
際
金
融
の
分
野
で
圧

つ
形
で
新
し
い
国
際
資
本
市
場
が
発
足

そ
の
月
標
と
し
て
い
る
も
の
は
、
日
本

編
集
部

世
界

倒
的
な
優
位
を
誇
,
た
ア
メ
リ
カ
は
、

の
経
済
環
境
が
整
備
さ
れ
る
に
つ
れ
て

先
進
讃
国
の
経
済
成
畏
の
高
度
化
に
と

は
、

ギ
リ
ス
は
証
券
政
策
を
改
正
し
、
資
本

編
隻
部

国
際
化
を
背
景
に
し
て
、
海

情
の
芋
、
国
家
的
、
国
民
的
ニ
ー
ズ
の

要
と
し
て
い
た
こ
と
と
、
そ
の
こ
ろ
よ

市
場
の
形
成
に
乗
り
出
し
た
。

外
に
お
け
る
新
し
い
分
野
の
開
拓
が
進
差
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
あ
っ

フ
や
く
東
南
ア
/
戸
に
ド
ル
市
場
か
発

こ
の
時
よ
り
、
国
際
取
引
に
つ
い
て

ん
て
い
る
よ
つ
に
み
え
ま
す
が
、
店
舗

た
形
態
を
と
る
こ
と
」
な
り
ま
す
。
概

達
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
と
も
結
び
つ
け

菖
度
の
執
練
と
技
術
を
も
っ
た
ロ
〆
ド

網
の
拡
充
と
同
時
に
、
新
し
い
7
ア
イ

し
て
い
え
ば
、
先
進
諸
国
で
は
現
地
法

た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
を
発
行

ノ
の
マ
ー
チ
ャ
ノ
ト

バ
/
ヵ
ー
を
中

ナ
ノ
ス
活
動
と
い
い
ま
す
か

。

人
化
を
す
す
め
、
発
展
途
土
国
で
は
、

す
る
に
は
制
度
上
、
特
に
ノ
ノ
カ
デ

ー

L
と
し
た
国
際
的
な
引
受
ノ
〆
/
ヶ
1

石
村

そ
う
で
す
。
我
々
の
国
際
活
動

そ
の
国
の
資
本
市
場
の
発
展
に
も
貢
献

ル
の
国
内
法
に
決
定
的
な

イ
ノ
ク
が
あ

ト
が
西
欧
で
起
債
し
た
ド
ル
建
偵
券
(
ユ

は
、
地
理
的
に
も
内
容
的
に
も
ま
さ
に

す
る
よ
つ
に
、
A
曇

浜社
の
形
態
を
と

っ
た
の
で
す
か
、
こ
れ
を
と
り
除
く
た

ー
ロ
債
)を
世
界
中
に
亮
り
さ
ば
く
と
い

フ
ロ
ノ
テ
ィ
ア
の
開
拓
と
い
尺
ま
す
。

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

め
に
政
府
に
働
き
か
け
、
議
会
を
フ
こ

お
話
し
を
お
聞
き
し
て
、
畏

か
し
と

つ
と
つ
法
律
を
改
正
さ
せ
発
行

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ユ
ー
ロ
債
市
場

の
資
本
市
場
も
含
め
て
、
イ

ノ
タ
ー
ナ

期
的
な
デ
リ

〆
ー
の
確
立
と
、
証
券
全

に
こ
ぎ
つ
け
た
の
て
す
。
む
ろ
ん
、
当

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
外
倍
至
巾
場

ヨ
ー

、、

=
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り
も

変
革
期
の
日
本
資
本
市
場

日
本
の
政
府

企
業
等
の
外
国
市
場
で

の
証
券
発
行

こ
の
時
期
は
、
資
本
輸
入
国
の
段

一
九
六
〇
年
」
は
、
資
本
取
引
自
由

第
一
次
資
本
自
由
化
措
置
の
一
環
と
し
導
入
)
1
が
指
摘
で
き
る
。
さ
り
に
、

化
の
第
【
歩
が
わ
が
国
に
お
い
て
は
し

て
、
外
国
人
の
株
式
取
得
制
限
率
の
緩

外
国
の
機
関
投
資
家
に
よ
っ
て
、
長
期

ま
り
、
六
〇
年
代
の
前
半
に
は
、
ア
メ
和
措
置
が
実
施
さ
れ
、
再
び
対
日
証
券

投
資
の
観
占
を
市
場
に
与
凡
た
こ
と
な

リ
カ
の
個
人
投
資
家
を
中
し
に
し
た
対

投
資
は
后
況
を
呈
し
は
し
め
た
。

と
が
、
質
的
な
変
化
と
し
て
い
え
る
。

日
株
式
投
資
が
活
況
を
呈
し
た
。
こ
れ

六
〇
年
代
前
半
を
第
一
次
ブ
ー
ム
と

こ
の
よ
つ
に
、
外
人
投
資
の
増
加
は

は
、
わ
が
国
の
高
度
成
長
を
反
映
し
た

す
れ
ば
、
六
七
年
以
降
は
第
二
次
プ
ー

わ
が
国
の
資
本
市
場
の
価
格
形
成
に
、

も
の
と
い
え
る
が
、
同
時
に
、
国
陽
的

ム
と
呼
ぷ
こ
と
が
で
き
る
。

質
量
と
も
に
影
響
を
与
え
、
加
え
て
、

な
証
券
投
資
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
資
本
市

こ
の
時
期
か
ら
、
わ
が
国
の
経
済
は

醐謙
講
鐸
継
鑑

国
際
化

R
発
行
も
、
ノ
ニ
ー
を
皮
切
り
に
わ
が
転
換
に
よ
っ
て
、
国
際
的
地
位
を
確
立

国
企
業
の
間
で
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、
資
し
て
い
っ
た
。

金
の
海
外
で
の
調
達
が
、
初
期
の
資
本

こ
の
よ
う
な
本
格
的
な
わ
が
国
経
済

市
場
の
国
際
化
に
影
響
を
与
え
た
。

の
国
除
化
時
代
を
背
景
に
し
て
、
資
本

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
国
際
市
場
の
国
際
化
へ
の
整
備
作
り
は
、
一
時
価
発
行
増
資
、
時
価
転
換
社
債
の
発
資

収
支
の
悪
化
が
、
こ
の
時
期
を
さ
か
い
段
と
そ
の
テ
ノ
ポ
を
は
や
め
た
。

に
国
際
通
貨
不
安
を
引
き
起
し
、
ケ
ネ

そ
し
て
市
場
は
、
企
業
の
収
益
力
の
市
場
に
定
著
化
さ
せ
る
要
因
に
も
な
久

(第
二
段
階
V

わ
が
国
の
投
資
家
」
よ
る
対
外
証
券
投

資
本
市
場
の
国
際
化
は
、
経
済
の
発

過
に
達
し

債
権
国
と
し
て
の
地
位
を
る
国
際
的
信
認
も
強
ま
る
こ
と
が
期
待

展
-
構
造
転
換
に
応
し
て
要
請
さ
れ
て
固
め
た
。
こ
フ
し
た
債
催
国
へ
の
転
換

て
き
る
。

い
る
。
わ
か
国
の
資
杢
巾
場
が
こ
れ
か

の
過
程
で
、
資
本
輸
出
が
急
増
し
、
資

ノ
ヨ
ナ
ル
な
マ
ー
チ
ャ
〆
ト

ノ
ノ
カ
体
の
視
野
を
拡
け
て
い
く
こ
と
が
、
今

初
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
し
て
も
、
そ
れ
に

ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
う
る
体
制

日
的
な
課
題
で
あ
る
と
い
つ
こ
と
が
わ

先
立
つ
調
査

情
報
活
動
が
あ
っ
ζ
の

を
整
え
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
世
界

か
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
困
難
な
課

事
で
す
。

の
あ
b
ゆ
る
地
域
で
の
企
業
活
動
1
こ
題
ぽ
ど
地
道
な
努
力
が
∠
要
と
い
フ
わ

と
に
か
く
、
国
際
化
と
い
っ
て
も
単

の
場
合
、
政
府
べ
ー
ス
で
の
企
業
活
動

け
で
す
ね
。

」
国
除
部
」
所
属
す
る
者
だ
け
の
問
題

石
村

先
に
申
し
ま
し
た
よ
っ
に
、
我

で
は
決
し
て
な
く
、
証
券
業
そ
の
も
の

一

」

夢

/

.
.

.ヴ

し
＼

〆

。
,

〆

も
4

`

百 獣 の王 ラ イオ ンを 自 らの 製品 の シ ンボ ル と

して 、伝統 の風格 を誇 る 名 門企 業 、福 井 商事 。

ド

躍
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厚

、
丙

4
ρ

こ
の
結
果
、
先
進
国
間
」
お
け
る
資

も
含
み
ま
す
が
ー
の
財
務
面
の
ニ
ー
ズ

階
で
あ
り
、
国
除
化
は
、
主
に
資

ら
国
際
的
に
み
て
も
、
新
た
な
国
際
資

本
輸
出
国
と
し
て
の
地
位
の
定
着
」
よ
本
移
動
と
と
も
」
、
後
進
開
発
地
域
と

を
全
面
的
に
満
足
さ
せ
う
る
体
制
を
確

々
の
什
事
は
フ
ロ
/
テ
ィ
ァ
の
開
拓
で

が
国
際
化

し
て
き
て
い
る
わ
け
で
・
業

本
の
一
方
的
流
入
11よ
っ
て
な
さ
本
市
場
へ
成
長
す
る
も
の
と
期
侍
で
き

っ
て
、
対
外
証
券
投
資
の
本
格
化
へ
の

の
資
本
交
流
も
活
発
化
す
る
と
み
ら
れ

立
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
期
的
ま

す
し
、
当
吠
い
ろ
い
ろ
な
困
難
が
つ
き
務
に
携
わ
る
証
券
会
社
の
一
人
一
人
が

鎧

ガ耀
擾
斐
蕎

嘱

..。て
列
準響

謎
舞
戴

蕪

謬
難

鍵

腕長響

彫

鋸
の繋

琴

耕
∀影

講
難

ど剴
櫻

の
時
期
の
外
国
投
資
家
に
よ
る
市

わ
が
国
の
舞

資
産
は
、
六
七
案

業
へ
の
麓

」
と
も
な
・
て
、
舞

て
勢
峯

講

は
癸

・
、
そ
れ
・
・
も

霧

△鮭

・
・
ゆ
・
方
面
に
わ
た
嚢

務
の
禽

て
あ
・
欧
米
の
証
券

再

浩
長

は
・
現
突

鯉

券

闘鱗

賎
質
言
とも
醤
撫

霧

鍵
霧

鍵

辮
騒

献
助撫
わ羅

繍
饗

廷

厩
鰺

鰺

蠣
烈

黙

羅

畢
融引受課・勤務・

置

.

の
拡
大
に
よ
っ
て
、
七
二
年
末
に
は
、

外
進
出
に
拍
車
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

田」わ
れ
る
。

一
;八
億
、ハ
し
○
○
万
ト
ル
の
資
産
超

今
H
の
よ
,
に
、
わ
力
国
の
産
業
立
地

国
際
経
済
社
会
11お
け
る
資
本
市
場

条
件
の
困
難
性
と

資
源
開
発
の
重
要

の
展
望
も
、
ひ
と
つ
に
、
ア
メ
リ
カ
の

時
代
を
迎
え
て

進
行
す
る
資
本
市
場
の
整
備

行
形
態
等
、
新
た
な
発
行
ノ
ス
テ
ム
を
外
国
政
府

国
際
機
関

外
国
企
業
等

の
、
わ
が
国
資
本
市
場
で
の
証
券
発
行

デ
ィ
時
代
に
は
、
ド
ル
の
海
外
進
出
を

向
上
に
よ
っ
て
活
況
を
呈
し
は
し
め
て
わ
が
国
資
本
市
場
の
国
際
化
時
代
へ
の
株
式
上
場

規
制
す
る
た
め
の
法
案
(利
子
平
衡
税
)
い
た
が
、
そ
れ
に
、
外
人
投
資
家
の
対

幕
明
け
に
大
き
く
寄
与
と

と
い
え
る
。
外
国
証
券
業
の
わ
が
国
へ
の
進
出

が
婁

さ
れ
、
ゾ
.
ノ
・
・
時
代
に
は
日
難

貫
の
奨

・蓼

・
か
け
、

こ
れ
ま
で
、
外
全

萎

に
よ
る
対

わ
が
畢

業
の
雰

董

の
森

化

い
っ
て
、
ド
ル
防
衛
策
が
強
化
、
施
行

市
場
環
境
は
好
転
し
た
。

日
証
券
投
資
の
活
況

{第
一
次
ブ
ー
ム
海
外
業
務
の
独
立
化

さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
か

国
除
化
の
進
展
に
と
も
な
う
わ
が
国

第
二
次
ブ
ー
ム
)
を
通
し
て
、
わ
が
国

ら
の
わ
が
国
へ
の
証
券
投
資
は
全
く
影

資
本
市
場
へ
の
質
的
な
影
響
に
つ
い
て
資
本
市
場
の
国
際
化
へ
の
足
ど
り
を
み

を
ひ
そ
め
、
き
ら
に
、
六
四
年
～
六
五

は
、
ひ
距
う
に
、
外
人
投
資
室
の
投
資

て
き
た
が
、
つ
ぎ
に
、
資
本
市
場
の
国

年
に
か
け
て
の
不
況
と
証
券
恐
慌
が
重

ビ
ヘ
イ
ビ
ア
ー
配
当
利
回
り
よ
り
も
、

際
化
の
過
程
を
段
階
的
に
要
約
し
て
み

な
っ
て
、
市
場
か
ら
外
人
投
資
家
を
一
一
株
当
り
の
収
益
に
あ
ら
わ
ぎ
れ
る
企

よ
う
。

層
艦
散
さ
せ
る
結
果
に
な
っ
た
。

業
の
成
長
性
を
重
視
す
る
傾
向

(株
価

(第
一段
階
〉

そ
の
後
、
一九
六
七
年
に
は
い
り
、
収
益
率
朋
P
E
R
に
よ
る
投
資
尺
度
の

外
国
投
資
家
に
よ
る
対
日
証
券
投
資

経
済
の
本
格
的
な
自
由
化
と
、
資

本
輪
出
が
定
菅
化
し
た
段
階
。

内
外
の
資
本
交
流
が
盛
ん
」
な
り

資
本
市
場
の
国
際
化
が
、
制
度
的

に
も
整
備
さ
れ
た
段
階
て
あ
る
。

わ
が
国
の
資
本
市
場
の
国
際
化
は
、

〈第
二
段
階
〉
に
入
っ
て
い
る
。

性
か
ら
も
、
企
業
の
多
国
籍
化
は
進
む

国
醗
収
支
の
悪
化
に
と
も
な
フ
、
対
外

と
み
り
れ
、
資
本
市
場
の
国
際
的
交
流

証
券
投
資
規
制
を
契
機
に
、
多
国
籍
企

も
一
層
深
め
り
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

業
の
西
欧
進
出
に
と
も
な
つ
現
地
資
金

る
。

調
達
の
定
巫脊
に
よ
っ
て
急
成
長
を
遂
げ

さ
ら
に
、
世
界
経
済
の
多
極
化
の
な

た
ユ
ー
ロ
債
市
場
」
象
徴
さ
れ
る
。
ユ

カ
て

わ
う
国
の
経
済
ヵ
の
ノ
ェ
イ
ト
ー
ロ
債
市
場
は

七
〇
年
代
に
入
り
、

も
相
対
的
」
回ま
り

未
開
拓
分
野

へ
の
飛
躍

編
集
部

今
日
で
は
証
券
マ
ノ
カ
と
し
立
し
て
マ
ー
チ
ャ

と
し
海
外
へ
出
か
け
て
い
き

海
外
て
業
務
と
い
い
ま
す
カ

円
通
貨
に
対
す
新
た
な
ア
メ
リ
カ
の
対
外
投
資
の
発
展

の
活
動
を
通
し
て
全
体
の
証
券
活
動
を

務
よ
り
も
さ
ら
し
広
い
範
囲
の
仕
事
を

で
す
。
し
か
し

と
競
合
し
て
、
ま
す
ま
す
成
長
し
、
さ

リ
ー
ド
し
て
い
・＼

あ
る
い
は
人
的
な
行
な
お
り
と
し
て
い
ま
す
。

り
」
、
各
国
の
資
本
市
場
を
経
由
す
る
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
国

編
集
部

資
本
交
流
は
活
発
化
す
る
も
の
と
み
b
際
化
時
代
に
適
尻
し
て
い
く
と
い
っ
た

従
来
で
す
と
と
ち
ら
か
と
い
え
は

れ
、
国
際
的
要
請
と
し
て
、
わ
が
国
の

こ
と
が
い
え
る
と
田」
い
ま
す
が
、
国
降

外
の
制
度
と
か
慣
習
と
い
っ
た
も
の
を

を
本
格
化
し
て
い
カ
な
け
れ
は
な
b
な

資
本
市
場
の
国
際
資
本
市
場
へ
の
成
畏

部
L
い
ら
し
て

。

国
内
に
と
り
い
れ
る
こ
と
に
終
始
し
て

い
と
田」
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

か
期
待
さ
れ
て
い
る
。

三
国

以
前
の
国
陽
部
の
業
務
内
容
は

い
た
よ
フ
に
田」わ
れ
ま
す
か
。

海
外
の
ど
こ
カ
b
も
資
金
調
達
か
で
き

こ
の
よ
っ
に
、
わ
が
国
資
本
市
場
の

外
国
人
の
日
本
で
の
株
式
投
資
の
ア
ト

三
国

そ
つ
で
す
。
例
凡
は
、
転
換
社

る
よ
う
な
国
際
的
な
営
業
網
の
確
立
と

機
能
も
、
国
際
化
の
な
カ
て
、
質

量

ハ
イ
ス
を
す
る
こ
と
、
日
本
の
企
業
が

債
と
か
時
価
発
行
を
日
本
に
も
っ
て
く

ノ
ウ

ハ
ウ
を
身
に
つ
け
て
い
カ
な
け

と
も
に
新
し
い
規
模
て
の
発
展
を
む
か

海
外
で
資
金
調
達
を
す
る
場
合
に
お
手

る
と
い
っ
た
形
で
、
今
ま
て
は
国
際
化

れ
は
な
b
な
い
と
田
」
い
ま
す
。
そ
れ
と

え
て
い
る
。

伝
い
つ
る
こ
と
の
=
つ
の
柱
が
中
し
で

か
な
さ
れ
て
き
た
わ
け
て
す
が

こ
れ

同
時
に
、
そ
の
よ
っ
な
営
業
の
セ
/
ス

ユ

ウ1
オ ヨ

lI

ル ク

街

の
発
行
の
仕
事
が
ふ
え
て
き
て
い
ま
す

1
1な
っ
て
く
る
の
て
は
な
い
て
し
ょ
つ

ね
。
他
石
で
は
、
H
本
の
投
資
家
の
海

か
。

外
て
の
証
券
投
資
か
盛
ん
」
な
っ
て
き

編
集
部

こ
れ
カ
リ
の
抱
負
と
い
っ
た

ま
す
し
、
企
業
の
合
併
の
斡
旋
と
カ
、

も
の
」
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
の
て
す

い
ろ
い
ろ
な
仕
事
か
今
後
て
て
く
る
と

か

。

田
し
い
ま
す
。
海
外
で
も
現
地
法
人
を
設

三
国

そ
,
て
す
ね
.
徒
来
の
国
際
部

'ト

ハ
ノ
キ
ノ
グ

の
業
務
と
い
フ
の
は
、
営
業
を
は
な
れ

促
来
の
証
券
業

た
外
交
官
的
な
色
彩
が
強
か
っ
た
わ
け

長
期
的
な
目
標
と
し

て
、
収
益
の
キ
分
近
く
を
海
外
で
の
分

国
際
化
と
い
わ
れ
る
場
台
、

野
て
あ
け
よ
フ
と
努
力
を
は
し
め
ぐ
い

海

ま
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
営
業
へ
ー
ス

し
た
。
最
近
で
は
、
今
ま
で
の
よ
つ
な

か
り
の
国
際
化
は
、
日
本
の
企
業
の
よ
を
身
に
つ
け
た
人
材
の
育
成
が
芒
務
に

既
存
の
仕
事
し
加
又
て
、
資
本
取
引
の

さ
な
り
、
い
ろ
い
ろ
行
っ
て
い
る
こ
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

自
由
化
を
背
景
」
し
た
東
証
へ
の
外
国

の
よ
い
と
こ
ろ
を
、
と
ん
と
ん
海
外
に

(二
国
陽
夫
氏
は
、
現
在

野
村
証

企
業
の
上
場
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
証
券
通
用
さ
せ
る
よ
つ
し
す
る
こ
と
が
課
題

券
国
際
金
融
引
受
課
に
勤
務
〉

畠観
一
3

情報化時代の旗手

大
学

情

報

セ
ン
タ

ー

〒
一
〇
一
束
夏
都
千
代
田
B
一
ノ
橋

T

T
E
L
O
三
(二
六
一
}
1
二
五
〇

[

国
際

経
済
体

制

の
グ

ロ
ー
バ

ル
な
広

か

り

は

同
時
に
資
本
市
場
の
緻
密

化

を

も
た

ら
す

証
券
界
が

70

年

代

に

お

け

る

そ

の
役
割

を
注

目

さ
れ

る

の

も

そ

の

た

め

に

ほ

か

な

ら

な

い

従
来

の
時
評

業
界
展
望

超

え

よ
う

と
す

る
企

画

案

内

を

『
現

代

社

会

へ

の

提

≡
己
シ

リ

ー

ズ

』

は

《
国

際
化
と
資

本

市

場

》

を
第

単弓

と

し

て

は

じ

ま

る

『国際化 と資本市場』
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各国のエネルギー及び石油の海外依存
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ギル

 

・不工

8大 石油会社の地域別原油の生産量

 

"

レワ・不工の玉ボカ

鮎
τ

あ
の
活
用
に
似
た
、新
し
い
石
油
化
学
.

黒
い
石
油
化
学

う
≡轟

盗
}

翻r

ク
ノ

ラ
は

肉
は
も
ち
ろ
ん

骨
力
ら

皮
し
い
た
る
ま
で

、
全
身
の

こ
り
ず
活

用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
知

b
れ
て
し
ま

す
。
《
里

い
石
油

化
V㍗
》
と
は

そ
の
例

と
同
し
よ
う
に
、
石
油
が
持

っ
て
し
る

む

未
知
未
開
発
の
成
分
を
発
掘

し
て
0
%

1

活
用
し
て

い
こ
う
と

い
う
新
し
い
石
油

化

字
で
す
。

「石
油

」
は
ど
う
と
ろ
し
た
田

し
液
体
で

す
。
こ
れ
を
精
製
す
る
と
カ
ノ
リ

ノ
や

灯
油
な
と

の
《
臼

し
石
油
》
と

重
曲
や

ア

ス
フ
ァ
ル
ト
な
と
の
《
駐

い
右
油
》
し

わ
か
れ
ま
す
。
全
体
の
50
%
を
占
め
て

い
る
こ
の
(
里
い
石
油
》
を

路
工
事

」
使
う

の
で
は
な
く

燃
料
や
庖

リフ

ラ

ス

チ

ノ
ク
や
せ
ん
い
な
と
の
「
原
料
」
ー
-し

て
い
こ
う
と
い
う
の
が
《
里

い
石
油
化

～
》

の
考

凡
か
た
で
す
。
今
ま
で

の
石
油
化

字
で
は

(
臼

い
石
佃
》
の

フ
ち
で
も
ナ

フ
サ
と
呼
ば
れ

る
部
分
だ
け
を
原
料
と

し
て

い
た
の
」
対
し

こ
れ
か
b
は

(
里

い
石
油
》
か
ら
も

い
ろ
い
ろ
な
物
を

つ
く
り
だ
し
て
天
妖
資

源
の
不
足

」
こ

た

凡
て

し
く

ー

ち

ょ

う

と

ク
ノ

ラ

の
す

へ
て
を
活
用
す
る
よ
う

し

石
油

を
大
事

に
使

っ
て

い
く

そ
の
た
め

の
技
術
を

三
菱
油
化

は
開
発
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
で

す
。

三
菱
佃
化
は

す
で

し

プ
ラ
ス
チ
ノ
ク

廃
棄
物

の
再
利
用
を
始

め
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、

一
度
使
用

し
た
石
油
を
何
度

で

も
利
用
し
よ
う

と
い
う
わ
け
で
す
。

現
実

の
資
源
の
有
効
利
用
と
共
ー
-、
新

し
い
石
油
資
源
と
し

て
脚
光
を

冷
び
は

し
め
た

《
タ
ー
ル
サ

ノ
ト
》
や
《
オ
イ

ル

ノ
ェ
ー

ル
V
か

ら
、
油
分
を
と
り
だ
す

大
型
技
術

の
開
発
し
も
の
り
だ
し
ま

し

た
。
資
貯

は
有
限

し
か
し
、
人
間

の
知
啓
と
技
術
で

鉦
限

」
交

凡
て

い
か

ね
ば

な
b
な

い

こ
れ
が

石
佃
化

子
の
め
さ
し
て

い
る
直
な
の
で

す
。
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ら
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く
る

よ
ニ
ヨ

ゴ
た

ロニ

ノ
ピ

コロノ
ェ
そ
コ
フ　
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ノ
ほ
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そ
の
結
果
、
こ
の
住
宅
産
桑
は

宅
投
資
は
昭
和
五
〇
年
度
に
は

一
二
兆

や
零
細
工
務
店

の
職
人
仕
事
に
よ
る
庄

組
み
立
て
技
術
も
あ
る
程
度
の
教
育
訓

住
宅
地
需
要
の
増
大
に
連
な
っ
て
い
る

称
す
る
企
桑
を
頂
煮
と
し
て
、
そ
の
傘

し
た
が

っ
て
こ
れ
は
、
従
来
の
縦
割

し
か
し
な
が
ら
、
住
宅
産
業
と
し
て

る
と
い
え
よ
う
。

一̀

し

"

(毎週月曜日発行〉月曜日昭和49年(1974)3月18日

 

蘭新峰宍悌寓(第三種郵便物認可)第 ¶652号(5)

1融em8t置oo8my(国 際性)ア

企業は国際的に伸びる会社でなくてはなりません。

C開 鋤セM量y(創 造 性)

企業は常に品質の高い新しい襲品を創造する会社でなくてはなりません。

Pro5p●rlt7(会 社 の繁栄 と従 業 員 の繁 栄)

企業は企業とともに従業員やその家族が

繁栄する会社でなくてはなりませ2

これらは米国スリーエム社の研究に基づく技術と経験を導入ぽ 国産化され

国内だけでなく海外にも輸 出されて

好評をいただいていま洗

そしてスリーエムの製品のいくつかは

きっとあなたの身近かなところでお役に立っているはずです,

◆ 住友スリーエム株式会社3m
●一 一資本金3晦4㎜ 乃円 従桑員1脚 名

■本社罵㊦107禦 ガ郡港区赤坂7121ス リーエムピル人事部入事際TELO34031111

「

ノr」

●

ノ」

新鮮な心ら新鮮な頭脳。新鮮な商品。
住 友スリーエム 株式会社 は、未来産業を志向し、製品の多様 化に挑み

その優秀な技術により

新しい製品を次々と社会に送り出して産業に貢献しています。

当社の取り扱う製品は、家庭用製品から産業用製品

さらに宇宙開発、海洋開発製品まで

人と社会の幸福を願って創 られたものばかり

実に48.000種 にのぼつています。



(6)(毎週月曜日発行〉月曜 日昭和49年(1974)3月18日
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業

界

展

望

L
N
G
転
換
で
無
公
害
化

産
業
用
の
比
重
が
増
大

は

じ

め

に

ギ
ー
で
あ
咳

ま
た
櫓漫

、
安
全
で
、

表
)
、
す
ぐ
に
わ
か
る
こ
と
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
場
合
セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ
ー
テ
ィ
ン

電
力
と
比
較
し
て
も
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

わ
が
国
に
お
け
る
年
間
の
都
市
ガ
ス

し
て
は
非
常
に
割
安
で
あ
る
こ
と
な
ど
グ
に
よ
り
、
暖
房
馬
給
湯
、
バ
ス

(風

消
費
量
は
昭
和
四
七
年
で
五
コ
徳
㎡
7

か
ら
理
想
的
な
都
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
さ
呂
)
等
、
家
庭
内
の
厨
房
以
外
の
す
ぺ

.一
万
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
に
達
し
て
お
り
れ
て
い
る
。

て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
か
な
う
傾
向
が

昭
和
三
五
年
と
比
ぺ
実
に
三
・
五
倍
と

②

極
め
て
高
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
、
そ

大
幅
に
増
加
し
て
き
た
。

そ
こ
で
、
都
市
ガ
ス
が
民
生
用
エ
ネ

の
た
め
家
庭
内
で
需
要
の
変
化
の
比
較

都
市
ガ
ス
需
要
を
用
途
別
に
み
る

ル
ギ
ー
と
し
て
ど
ん
な
役
割
を
果
し
て
的
少
な
い
基
礎
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
分
で

と
、
昭
和
四
七
年
の
都
市
ガ
ス
消
費
量

き
た
か
を
ガ
ス
器
具
の
普
及
状
況
と
一
あ
る
厨
房
用
が
、
日
本
と
比
ぺ
て
半
分

五
二
徳
㎡
の
う
ち
、
家
庭
用
が
約
二
五

戸
当
り
の
ガ
ス
販
売
量
の
伸
び
か
ら
み
と
い
う
相
対
的
に
低
い
構
成
比
に
あ
る

億
㎡
で
六
六
%
、
商
業
用
が
十
億
㎡
で

る
と
、
一
般
的
に
昭
和
=
霧

辱う
ま

こ
と
で
あ
る
α

十
八
%
、
工
業
用
は
わ
ず
か
に
五
億
㎡

で
は
、
主
と
し
て
「煮
炊
き
用
」
が
中

射

で
十
%
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
す
な

心
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
「暖
房
用
」

わ
が
国
で
も
生
活
水
準
の
向
上
と
と

わ
ち
現
在
の
と
こ
ろ
、
都
市
ガ
ス
は
家

と
し
て
も
広
く
利
用
さ
れ
、
さ
ら
に
四
も
に
、
最
近
は
生
活
環
境
設
備
を
優
先

庭
用
あ
る
い
は
商
業
用
を
中
心
と
し
た

十
年
ご
ろ
か
ら
は
、
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器

す
る
消
費
傾
向
が
強
く
な
る
な
か
で
、

厨
暖
房
用
が
主
に
な
っ
て
い
る

を
中
心
と
す
る

「給
湯
用
」
と
し
て
も

ガ
ス
機
器
で
み
て
も
、
例
え
ば
超
高
速

家庭用用途別比較別表

都

市

ガ

ス

1972年イギ リス

1戸当り使用 量

月1鮒!㎜ くc轟1

炉 当り使用 量

月7ピ 〆緬00Kc●1

(百 万m3/10.00①KcaD

厨房用

〔19鮒

スペースヒーテ ィング

〔31%}

セ ントラルヒーテ{ン グ

1釦%1

湯沸用【7%〕

区) 1972年

その懸3%1

日本(京 阪神地

房 露

{39%b

 

厨ストーブ

〔9%1

湯 沸 用

121%1

風 呂 用

〔賜1

セ ントラルヒーテfン グ〔1%)

 

と
こ
ろ
で
近
年
、
住
ま
い
に
対
す
る

盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

レ
ン
ジ
、
セ
ン
ト
ラ
ル
給
湯
、ク
リ
ー
ン

的
に
考
え
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

考
え
方
の
変
化
、
環
現
問
題
の
高
ま
り

言
え
る
。
因
み
に
京
阪
神
地
区
に
お
け

ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
の
大
型
機
器
へ
の
需

エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
・
高
価
格
時
代
へ
の

る
都
市
ガ
ス
需
要
を
=
戸
当
り
の
用
途
要
と
並
ん
で
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ
ー
テ
ィ

突
入
等
を
背
景
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

別
使
用
量
で
み
る
と
、
昭
和
三
八
年
か

ン
グ
の
需
要
が
急
速
に
高
ま
り
つ
つ
あ

の
構
造
が
著
し
く
変
ろ
う
と
し
て
い
ら
四
七
年
の
十
年
間
で
厨
房
、
暖
房
用

る
。

る
。
そ
こ
で
以
下
、
激
変
す
る
エ
ネ
ル

が
ほ
ぼ
横
ば
い
な
の
に
対
し
、
風
呂
が

職
場
、
公
共
施
設
等
と
同
じ
よ
う

産
業
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
の
都
市
ガ
ス

ω

都 市 ガ ス需 要 の推 移

 

わ
が
国
の
場
合
、
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

な
い
が
、
近
年
急
速
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

年

用途
35 40 43 44 45 46 47

家 庭 用
797 1,518 2,206 2,444 2,850 3,167(65.4) 3,466〔65.9>

(100,ω (190.5) (276.8) (306.7) (357.6) (397.4) (434.9)

商 業 用
334 553 703 763 857 913〔18.8) 976・(18.6)

(100.0) (165.6) (210,5) (228,4) (256.6) {273.4) (292.2)

工 業 用
253 335 429 442 481 499〔10.3) 537(lO.2)

(100.0) (132.4) (169.6) (174.7) (190.1) (197.2) (212.3)

そ の 他
102 162 212 226 259 267(5.5). 278(5.3)

(100.0) (158.8) (207.8) (221.6) {253.9) (261.8) (2725)

合 計
1,486 2,568 3,550 3,875 4,447 4,846(1⑪0.0) 5,2571100.0)

(100.o) (172.8) (238,9) (260.8) (2993) 〔326,1) (353.8)

 

ギ
r
市
場
に
あ
っ
て
、
郁
市
ガ
ス
事
業

二
倍
、
湯
沸
は
実
に
四
・五
倍
と
大
幅

に
、
単
な
る

「寝
食
」
の
場
か
ら
「活

費
量
に
占
め
る
工
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ウ
プ
さ
れ
て
き
た
。

の
果
す
ぺ
き
役
割
を
考
え
な
が
ら
、
そ

に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
京
阪
神
の
湯
動
」
の
場
へ
と
い
う
住
宅
へ
の
考
え

エ
イ
ト
は
六
十
%
近
く
に
達
す
る
ア
メ

の
長
期
的
な
需
要
の
見
通
し
と
対
応
策
沸
器
普
及
率
は
昭
和
四
七
年
に
は
八
十
方
、
欲
求
の
変
化
は
当
然
の
趨
勢
で
あ

リ
カ
が
麹
一券
の
一
、
西
欧
諸
国
が
四
面
で
ど
う
し
て
も
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

は
全
国
比
で
わ
ず
か
に
二
八
・八
%
で

を
探
っ
て
み
ょ
う
。

民
生
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
の
都
市
ガ
ス

(ii)46,47年 各欄上段0は 構成比注(i)各 欄 下段0は35年 を100と する指数

 

%
を
越
え
て
い
る
。
湯
の
使
用
量
は
文

り
、
そ
の
た
め
に
は
セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ
ー
十
%
近
く
な
の
と
比
較
し
て
極
め
て
高

i
の
導
入
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
か
ら

あ
り
、
こ
れ
ら
地
城
で
の
単
位
面
積
当

エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
の
都
市
ガ
ス
需
要

化
生
活
の
水
準
を
は
か
る
}
つ
の
バ
ロ

テ
ィ
ン
グ
に
代
表
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

い
水
準
に
あ
る
。
こ
れ
は
わ
が
国
の
経

で
あ
る
。

り
の
消
費
量
は
七
・
三
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
急
増
が
予
想
さ
れ
て
い
る
が
ビ
ル
の

メ
ー
タ
と
い
わ
れ
る
が
、
風
呂
、
湯
沸

を
中
心
に
し
た
住
宅
設
備
の
充
実
は
欠
済
成
長
が
、
重
化
学
丁
棄
部
門
、
こ
と

即
ち
、
B
重
油
さ
ら
に
は
A
重
油
と
/
キ
ロ
㎡
に
達
し
、
世
界
に
例
を
み
な

冷
暖
房
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
同

器
等
を
通
じ
、
そ
の
お
湯
の
あ
る
生
活

く
こ
と
が
で
き
な
い
。
勿
論
石
油
危
機
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
型
と
呼
ば
れ
る
比
ぺ
て
都
市
ガ
ス
の
硫
黄
含
有
量
は
比

い
集
中
的
な
石
油
消
費
が
な
さ
れ
て
い
様
の
こ
と
が
い
え
る
。

る
。

X
、
N
O
X
等
の
公
害
対
策
の
切
り
礼

73
"
に
よ
れ
ば
、
ガ
ス
化
の
推
進
に
よ

②

と
し
て
、
都
市
ガ
ス
へ
の
期
待
が
強
ま

り
昭
和
五
六
年
に
は
大
阪
市
内
の
工
業

産
業
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
都
市

り
つ
つ
あ
る
。

用
に
四
七
年
の
十
倍
に
あ
た
る
都
市
ガ

ガ
ス
需
要
は
全
体
か
ら
み
れ
ば
こ
れ
ま

③

ス
の
供
給
が
期
待
さ
れ
る
な
ど
、
東

で
は
微
少
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得

と
こ
ろ
で
重
油
消
費
量
は
、
地
域
別

京
、
大
阪
な
ど
大
手
都
市
ガ
ス
企
莱
に

に
み
る
と
、
東
京
湾
、
大
阪
湾

伊
勢

課
せ
ら
れ
る
使
命
は
極
め
て
大
き
い
も
.

湾
の
三
大
工
業
地
帯
で
、
全
国
の
七
十

の
が
あ
る
。

そ
の
最
も
大
き
な
理
由
は
公
害
対
策

%
以
上
に
な
る
。
三
大
湾
地
域
の
面
積

41

以
上
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
産
業
用

噛

自然と

産業の調和を考える

とを考 えてきま した。 いま、神 戸製鋼 は

 

わ四季 にめ ぐまれた豊か な日本の 自然 。

美 しい 自然 と社会 を支 える重工 業 との調この 自然 をこわすこ となた く した ちは 、

和 に情熱 をもや しています。く、住 み よい社会環境 をつ く りあげ るこ

 

の
実
現
に
都
市
ガ
ス
は
大
き
な
貢
献
を

と
、
今
後
と
も
予
想
さ
れ
て
い
る
エ
ネ
産
業
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
て
き
た
こ
と
較
に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
少
な
い
こ
と
・

ω

し
て
き
た
。

ル
ギ
ー
不
足
の
な
か
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。

ま
た
液
体
燃
料
に
比
べ
、
ガ
ス
体
エ
ネ

民
生
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
は
都
市

⑧

の
配
分
に
つ
い
て
の
議
論
も
前
提
に
し

そ
し
て
わ
が
国
の
場
曾
、
第

一次
エ

ル
ギ
ー
は
燃
料
時
の
N
O
X
の
発
生
が

ガ
ス
の
他
、
電
力
、
灯
油
、
L
P
G
な

と
こ
ろ
で
、
A
後

の
民
生
用
エ
ネ
ル
な
け
れ
ば
な
.り
な
い
が
、
原
則
的
に
は
ネ
ル
ギ
ー
の
主
役
と
し
て
の
重
油
が
果

非
常
に
少
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
・
エ
ネ

する複合 経 営

目製詔

 

獄
神

る
こ
と
が
わ
か
る
。

都
市
ガ
ス
需
要
の
主
体
は
こ
れ
ま
で

環
境
規
制
も
、
特
に
以
上
の
=
夫
湾

民
生
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
っ
た
が
、
そ

地
域
で
年
々
厳
し
く
な
る
傾
向
に
あ

れ
と
並
ん
で
こ
れ
か
ら
は
産
業
用
エ
ネ

り
、
例
え
ば
四
八
年
十
一
月
に
発
表
さ

ル
ギ
ー
と
し
て
の
役
割
、
ウ
ェ
イ
ト
も

ど
が
主
な
る
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
ギ
ー
と
し
て
の
都
市
ガ
ス
需
要
の
動
向

あ
く
ま
で
も
国
民
の
生
活
福
祉
を
優
先

し
た
役
割
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ

ル
ギ
ー
消
費
上
特
に
問
題
に
な
る
S
O

れ
た
大
阪
市
の

〃ク
リ
ン
エ
ア
プ
ラ
ン
飛
躍
的
に
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

う
に
都
市
ガ
ス
は
、
民
生
用
主
体
の
都

は
ど
う
か
。

市
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
が
、
都
市
ガ
ス

民
生
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
を
と
っ
て

の
普
及
率
は
ま
だ
約
四
十
%
で
電
力
の
み
る
と
、
昭
和
四
五
年
で
わ
が
国
の
国

普
及
率
が
ほ
ぼ
百
%
な
の
に
比
ぺ
る
と
民
一
人
当
り
の
エ
ネ
ル
ギ
i
消
費
量
は

著
し
く
低
い
。
し
た
が
っ
て
、
家
庭
用

ア
メ
リ
カ
の
六
分
の
一.、
西
ド
イ
ツ
、

全
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
占
め
る
薯

ガ
イ
ギ
リ
ス
の
三
分
の
一
程
度
で
あ
る
。

ス
の
割
合
は
、
全
国
平
均
で
は
、
昭
和

一
人
当
り
国
民
所
得
、
個
人
消
費
支

四
六
年
で
十
四
%
に
す
ぎ
な
い
が
、
都

出
等
で
日
本
は
イ
ギ
リ
ス
と
大
差
な

市
ザ
ス
普
及
率
の
高
い
地
域
、
例
え
ば
く
、
ア
メ
リ
カ
と
比
べ
て
も
三
分
の
一

大
阪
市
に
限
っ
て
、
光
熱
費
の
中
で
都

程
度
で
は
あ
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
民

市
ガ
ス
の
占
め
る
割
合
を
み
る
と
四
十

生
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
水
準
は
極
め

%
に
近
い
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。

て
低
い
と
い
え
る
。

都
市
ガ
ス
は
燃
料
補
給
の
必
要
が
な

つ
ぎ
に
都
市
ガ
ス
の
家
庭
用
の
用
途

野
が
あ
り
、
ま
た
石
炭
は
石
油
の
十
倍

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
天
然
ガ
ス
に

に
も
相
当
す
る
埋
蔵
量
が
確
認
さ
れ
て

代
替
し
う
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
確
保
の

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
少
な
く

必
要
性
が
高
く
石
油
系
お
よ
び
石
炭
系

と
も
悲
観
視
し
す
ぎ
る
必
要
は
あ
る
ま

原
料
の
メ
タ
ン
化
、
す
な
わ
ち
S
N
G

い
。

(合
成
天
然
ガ
ス
)
の
研
究
開
発
を
同

㈲

時
に
推
進
し
て
い
る
。

都
市
ガ
ス
の
原
料
と
し
て
は
、
石
炭

さ
ら
に
東
京
、
大
阪
の
二
社
は
、
天

系
、
石
油
系
、
天
然
ガ
ス
.L
N
G
系

然
ガ
ス
の
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
直
接
電

戴

酔

い
こ
と
か
萎

芒

た
便
利
な
エ
ネ
ル
を
イ
ギ
・
ス
と
比
較
・
て
み
る
と

(別

房
さ
ら
に
は
地
域
冷
暖
房
な
ど
に
よ

ル
ギ

霧

の
な
か
で
・
量
的
に
套

穰

的
に
莚

し
て
い
か
な
け
れ
ば
ξ

て
い
る
・

藷

.

」し ・.∵ 」
,

㌍幾栃 サ

、薦

繍ヒ

1

急
増
す
る
ガ
ス
襲

講
篶
構
簾
馨

韓
穀
肌嗜
懇

諺
鞭

難

該
磐
舞

随魂

韓
灘

一
方
で
は
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心

で
あ
る
。

に
役
立
つ
機
器
、
燃
焼
技
術
、
エ
ネ
ル
系
が
約
五
四
%
、
石
炭
系
が
三
十
%
、

参
加
し
近
い
将
来
に
そ
の
商
品
化
を
め

と
す
る
住
宅
設
備
機
器
、
ビ
ル
の
冷
暖

刻
々
と
変
化
す
る
現
在
の
石
油
エ
ネ
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
従
来
以
上
に
天
然
ガ
ス
・
L
N
G
系
が
十
六
%
に
な

ざ
し
て
い
る
が
、
実
用
化
さ
れ
れ
ば
無

公
害
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
発
電
効

り
、
豊
か
な
生
活
と
快
適
な
都
市
環
境

ス
ト
的
に
も
従
来
の
よ
う
に
石
油
資
源
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

今
日
わ
が
国
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
;
に
率
が
非
常
に
高
く
、
供
給
ヒ
の
ロ
ス
が

の
実
現
、
他
方
工
業
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
へ
の
全
面
的
な
依
存
は
容
易
で
は
な
く

個

占
め
る
石
油
の
割
合
が
七
十
%
に
達
し

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
有
力
な
エ
ネ
ル
ギ

し
て
の
都
市
ガ
ス
の
大
量
供
給
に
よ
る
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
問
題
に
つ
い
て
言

て
い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
都
市
ガ
ス
業

1
供
給
シ
ス
テ
ム
に
な
る
も
の
と
期
待

環
境
保
全
へ
の
貢
献
な
ど
を
は
じ
め
、

い
る
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、
産
業
構
造

え
ば
、
石
油
の
コ
ス
ト
が
急
上
昇
す
る
界
の
石
油
へ
の
依
存
度
は
比
較
的
低

さ
祉
て
い
る
。

ガ
ス
事
業
は
、
今
後
と
も
ま
す
ま
す
多

の
転
換
が
呼
ば
れ
て
い
る
が
さ
ら
に
エ
な
か
で
、
こ
れ
ま
で
手
が
届
か
な
い
と

い
。
こ
れ
は
都
市
ガ
ス
業
界
が
社
会

様
化
す
る
甚

お
要
謂
に
広
≦
ゆ
え
て
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
を
ど
う
す
る
か
、
さ
れ
て
き
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
気

的
・
讐

的

技
術
的
な
配
慮
に
加
え

お

わ

り
に

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
A
後

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
ど
う
し
て
求
め
る
か
運
が
一
段
と
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

て
公
益
事
業
と
し
て
の
基
本
的
使
命
で

本
稿
で
は
都
市
ガ
ス
の
需
要
と
供
給

は
工
業
用
、
空
調
用
の
需
要
の
急
増
が
を
新
し
い
発
想
の
中
で
見
直
す
必
要
に

長
期
的
に
は
無
公
害
で
あ
り
、
資
源

あ
る
安
定
供
給
確
保
の
意
味
か
ら
、
原

の
動
向
に
雷
苫
蒼
お
い
て
述
べ
て
き
た

予
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
れ
か
迫
ら
れ
る
。

と
し
て
も
無
尽
蔵
で
あ
る
こ
と
か
ら
未

料
を
多
様
化
し
て
き
た
結
果
で
も
あ

が
、
都
市
ガ
ス
事
業
は
今
日
、
単
な
る

ら
も
年
率
約
十
%
の
増
加
で
、
昭
和
六

②

来
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
わ
れ
る
太
陽
エ
ネ

る
。

都
市
ガ
ス
の
供
給
に
と
ど
ま
ら
ず
、
例

十
年
の
都
市
ガ
ス
需
要
は
四
七
年
の
約

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
に
つ
い
て
ル
ギ
ー
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
急
速
に

東
京
、
大
阪
の
最
大
手
二
社
は
、
特

え
ば
住
宅
設
備
産
業
、
熱
供
給
事
業
等

四
倍
に
あ
た
る
二
百
億
㎡
/
一
万
キ
ロ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
、
高
コ
ス
ト
の
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら

に
長
期
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
の
展
望
の

の
ガ
ス
事
業
関
連
事
業
を
も
積
極
的
に

カ
ロ
リ
ー
に
達
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ

時
代
の
今
、
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
の
は
現
在
の
と
こ
ろ
今
世
紀
中
の
実
現
は
な
か
で
、ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
L
N
G
推
進
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
東
京
、

て
い
る
。

よ
う
な
用
途
に
使
え
ば
最
も
資
源
節
約
難
し
い
と
さ
れ
て
お
り
、
中
期
的
展
望

(液
化
天
然
ガ
ス
〉
の
導
入
を
着
々
と
大
阪
の
二
社
で
は
、
L
N
G
の
冷
熱
利

現

下

の

エ
ネ

ル
ギ

ー

に
な
り
、
国
暴

済
、
市
民
生
活
に
も

の
な
か
で
は
、
石
油
と
な
.り
ん
で
・
原
進
め
て
い
る
が
、
こ
の
L
N
G
は
ガ
ス
用
分
賢

例
え
ば
液
体
肇

・
液
箋

情
勢
・
都
市
ガ
ス

財.嚢

諺
惚
肋騒

祭
難

袴

傷難

舗
擁
鞭

藁
騨

藁

P縷
尋
罐

恥

ω

い
て
の
社
会
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成

多
面
的
な
活
用
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
も
強
い
。
な
お
L
N
G
の
導
入
に
伴

産
業
廃
棄
物
処
理
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

以
上
の
よ
う
に
都
市
ガ
ス
は
長
期
に
し
て
い
く
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

あ
る
。

い
、
熱
量
が
高
い
と
い
う
L
N
G
の
特

の
有
効
活
用
に
よ
り
広
く
社
会
の
要
請

わ
た
っ
て
安
定
し
た
旺
盛
な
需
要
が
見

郁
市
ガ
ス
企
業
の
立
場
で
い
え
ば
、

と
こ
ろ
で
、
地
下
資
源
が
有
限
で
あ
性
を
活
か
し
供
給
ガ
ス
カ
ロ
リ
ー
を
現

に
応
え
、
積
極
的
に
事
業
内
容
の
拡
張

込
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
ど
う
し
て

}
般
的
に
は
熱
効
率
が
高
い
こ
と
に
加

る
こ
と
か
ら
の
危
機
感
も
あ
る
が
、
例

行
の
倍
以
上
に
引
き
あ
げ
る
こ
と
に
よ

を
図
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も
つ
け
加
え
て

も
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
ガ

え
、
導
管
供
給
に
よ
る
た
め
供
給
上
の

え
ば
石
油
で
み
て
も
オ
イ
ル
シ
ェ
ー
り
製
造
供
給
設
備
を
大
幅
に
合
理
化
す

お
き
た
い
。

ス
事
業
、エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
、そ
し
て
国

エ
ネ
ル
ギ
i
損
出
が
な
い
こ
と
は
他
エ
ル
、
タ
ー
ル
サ
ン
ド
な
ど
の
未
開
拓
分

る
た
め
天
然
ガ
ス
転
換
計
画
を
す
す
め

(大
阪
瓦
斯
株
式
会
社
)

o
を
う
つ
鉄

心

が
う
つ
鉄

遠

昔

か
ら

鉄
よ

日
本
人
の
心
を

た
く
し
て

鍛
え
ら
れ

て
き
ま
し
た

昔
か
ら

鉄
よ

人
々
の
喜
び
、
悲

し
み
を
映
し

そ

の
心

を

う

っ
て
き

ま

し

た

日
本
人
の
心
と
と
も
に
生
き
て
き
た
鉄

過
去
か
ら
現
代
、
現
代
か
ら
未
来

へ
。
絶
え
る
こ
と
な
く

流
れ
る
鉄

の
歴

史
の
中

で
、

鉄

は
い
つ
の
時
代

に
も

人
と
の
調
和
、
自
然
と

の
調
和
を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

・ノ
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